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平成２９年第１回長万部町議会定例会（第１日目）

◎招集年月日 平成２９年 ３月 ９日（木）

◎招集の場所 長万部町役場 議場

◎開 議 日 時 平成２９年 ３月 ９日（木） 午前１０時００分

◎応 招 議 員（１０名）

１番 北 川 佳 嗣 ６番 大 谷 敏 弥

２番 長 﨑 厚 ７番 村 川 毅

３番 辻 紀 樹 ８番 健

４番 高 森 功 治 ９番 柏 倉 恵里子

５番 橋 本 收 司 10番 辻 義 雄

◎不応招議員 なし

◎出 席 議 員 応招議員に同じ

◎欠 席 議 員 不応招議員に同じ

◎地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

町 長 木 幡 正 志 出 納 室 長 小 川 洋

副 町 長 佐々木 伸 也 消 防 長 佐 藤 英 代

総 務 課 長 本 前 武 広 病 院 事 務 長 田 辺 知 行

まちづくり新幹線課長 加 藤 慶 一 教 育 委 員 長 北 山 陽 子

まちづくり新幹線課参事 寺 島 進 一 教 育 長 鈴 木 祐 司

税 務 課 長 中 森 惠 学 校 教 育 課 長 岡 野 喜美雄

町 民 課 長 中 里 博 也 社 会 教 育 課 長 佐 藤 修

保 健 福 祉 課 長 豊 嶋 慎 一 選挙管理委員会書記長 本 前 武 広

産 業 振 興 課 長 中 山 裕 幸 監 査 事 務 局 長 岡 部 忠

産 業 振 興 課 参 事 中 田 信 樹 農業委員会事務局長 中 山 裕 幸

建 設 課 長 神 野 隆 之 農業委員会事務局次長 中 田 信 樹

水 道 ガ ス 課 長 佐 藤 剛

◎本会議に職務のため出席した者の職氏名

議 会 事 務 局 長 岡 部 忠

議 事 係 長 増 田 理 恵

議 事 係 岡 田 幸
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◎議事日程

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 町政執行方針及び教育行政執行方針並びに予算大綱説明

日程第４ 常任委員の選任について

日程第５ 議会運営委員の選任について

日程第６ 議案第１号 長万部町個人情報保護条例の一部を改正する条例

日程第７ 議案第２号 長万部町税条例等の一部を改正する条例

日程第８ 議案第３号 長万部町奨学金条例の一部を改正する条例

日程第９ 議案第４号 長万部町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基

準に関する条例の一部を改正する条例

日程第10 議案第５号 長万部町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び

運営の基準等に関する条例の一部を改正する条例

日程第11 議案第６号 長万部町ガス供給条例の一部を改正する条例

日程第12 議案第７号 新たに生じた土地の確認について

日程第13 議案第８号 字の区域の変更について

日程第14 議案第９号 平成28年度長万部町一般会計補正予算（第13号）

日程第15 議案第10号 平成28年度長万部町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

日程第16 議案第11号 平成28年度長万部町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）

日程第17 議案第12号 平成28年度長万部町介護保険特別会計補正予算（第３号）

日程第18 議案第13号 平成28年度長万部町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

日程第19 議案第14号 平成28年度長万部町ガス事業会計補正予算（第２号）

日程第20 議案第15号 平成28年度長万部町水道事業会計補正予算（第３号）

日程第21 議案第16号 平成28年度長万部町病院事業会計補正予算（第３号）

日程第22 議案第17号 平成29年度長万部町一般会計予算

日程第23 議案第18号 平成29年度長万部町後期高齢者医療特別会計予算

日程第24 議案第19号 平成29年度長万部町国民健康保険特別会計予算

日程第25 議案第20号 平成29年度長万部町介護保険特別会計予算

日程第26 議案第21号 平成29年度長万部町公共下水道事業特別会計予算

日程第27 議案第22号 平成29年度長万部町ガス事業会計予算

日程第28 議案第23号 平成29年度長万部町水道事業会計予算

日程第29 議案第24号 平成29年度長万部町病院事業会計予算
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◎開会・開議宣告・議事日程

１０時００分 開会

○議長（辻義雄） ただいまの出席議員は１０名であります。

定足数に達しておりますので、これより平成２９年第１回長万部町議会定例会を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。

◎諸般の報告

○議長（辻義雄） 諸般の報告を事務局長からいたします。

岡部事務局長。

○議会事務局長 (岡部忠) 諸般の報告をいたします。

監査委員から１月分の出納検査報告書が提出されました。また、渡島廃棄物処理広域連合議会議

員から会議結果報告書が提出されましたので、それぞれお手元に配付いたしました。

次に、本定例会に議案等の説明等のため、あらかじめ町長その他執行機関およびそれぞれ委任ま

たは嘱託を受けた説明員の出席を求めております。以上であります。

○議長 (辻義雄） 以上で諸般の報告を終わります。

◎会議録署名議員の指名

○議長（辻義雄） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、議長において４番高森議員、６番大谷議

員を指名いたします。

◎会期の決定

○議長（辻義雄） 日程第２、会期の決定の件を議題といたします。

高森議員。

○議員（４番 高森功治） ただいま議題となりました、会期の決定の件についてご提案申し上げ

ます。

３月６日に議会運営委員会を開催し、本定例会に付議する議案の件数、前年同期の審議状況など

を勘案して協議の結果、本日から１７日までの９日間をもって十分審議できるものと委員全員の意

見の一致をみましたので、議長においてそのように決定されるようお取り計らい願います。以上で

あります。

○議長（辻義雄） お諮りいたします。ただいま議会運営委員長の高森議員より、３月６日開催の

議会運営委員会での協議結果の報告があり、本定例会の会期は本日から１７日までの９日間が適当

であるとの発言がありましたが、これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕
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ご異議なしと認めます。

よって会期は本日から１７日までの９日間と決定いたしました。

◎町政執行方針及び教育行政執行方針並びに予算大綱説明

○議長（辻義雄） 日程第３、町政執行方針及び教育行政執行方針並びに予算大綱説明を行います。

はじめに町政執行方針を行います。

木幡町長。

〔町長(木幡正志)登壇〕

○町長 (木幡正志) 平成２９年第１回町議会定例会の開会にあたり、町政執行に対する所信と町

政運営の基本的な考え方を申し上げます。

私は、町長の重責を担わせていただいて以来、今日まで町民の生命と財産を守るという信念のも

と、町民のみなさんの声に耳を傾け、夢と希望を持ち安心して暮らすことができるまちづくりを目

指して、解決すべき諸課題に取り組んでまいりました。この間、議員各位をはじめ町民のみなさん

から温かいご理解とご支援をいただきましたことに、心から感謝とお礼を申し上げます。

平成２８年を振り返りますと、３月２６日には整備計画から４３年、道民の永年の悲願であり、

そして多くの先人が労苦を注いだ北海道新幹線が開業するという記念すべき年でありました。一方

で、４月の熊本地震など、全国各地で地震や台風などの自然災害に見舞われた年でもあり、本町に

おいても８月の台風１０号の襲来により未曾有の被害が発生いたしました。地方を取り巻く環境は、

人口減少や少子高齢化の進展など、依然として厳しい状況にありますが、将来の北海道新幹線長万

部駅開業を見据え、本町が誇りと希望の持てるふるさととして、未来に向かい永続的に発展できる

よう、町民のみなさんと英知を結集し、各種施策の実現に全力をあげて取り組んでまいる所存であ

ります。今後も、町民一人ひとりの思いを大切に町政を進めてまいりますので、議員各位をはじめ

町民のみなさんの一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。

それでは、町政執行の主要施策について申し上げます。

はじめに、防災関係及び交通安全対策について申し上げます。防災関係では、長万部町地域防災

計画の改訂業務を進めるとともに、防災行政情報伝達システム整備事業として、平成２９年度にお

いて、本町の地形や通信インフラの整備状況、想定される災害などを考慮したうえで、最も適した

情報伝達手段の選定に取り組んでまいります。また、引き続き、災害時に使用する毛布や敷きマッ

ト等の計画的な整備、大津波を想定した避難訓練や災害パネル展等を開催し、防災意識の高揚を図

ってまいります。

交通安全対策では、長万部町交通安全指導員協議会を中心に、関係機関、団体と連携し、旗の波

運動や街頭指導を実施しながら、交通弱者である高齢者の交通事故防止や児童生徒の交通安全の確

保を重点として、町民一人ひとりの安全意識の高揚を図り、交通事故の減少と死亡事故の撲滅を目

指してまいります。

次に、東京理科大学関係について申し上げます。今年も４月９日夜、全国各地から長万部町に東

京理科大学基礎工学部３１期生が入学されます。理科大歓迎のフラッグを商店街や温泉街、理科大

までの通りなどに掲げるなどして、町民のみなさんとともに温かい気持ちで迎えてあげたいと考え

ております。また、理科大との連携によるアグリビジネス事業につきましては、本年２月に事業会

社が札幌から町内に移転し、今後の円滑な事業展開の態勢が構築されました。新年度では本格的植
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物工場の設置により、野菜の高効率生産や栽培のオートメーション化の研究など、将来の量産体制

構築に向けた生産システムの技術開発と設備の拡充を行うとともに、コスト面で経営の安定化を担

う再生可能エネルギーの分野では、ヒートポンプの導入による熱利用や小水力発電及び太陽光発電

の実現に向けた研究、検討などを行う予定となっております。これらの事業に対しては、長万部町

地方創生総合戦略での重点事業として、国の地方創生推進交付金事業の採択を目指しながら、引き

続き、将来の自立経営に向け支援してまいります。

次に、ＪＲ北海道の町内駅廃止対策について申し上げます。平成２９年３月４日のダイヤ改正に

合わせ、３月３日をもって地域の歴史とともに歩んできた北豊津駅と蕨岱駅が廃止となりました。

最終日には、蕨岱駅で地元部落会主催によるセレモニー「さようなら蕨岱駅」が開催され、地域の

方々や鉄道愛好家など、大勢の乗客が長万部駅と蕨岱駅を往復し記念撮影をするなど、長年の役割

を終える蕨岱駅の名残を惜しんでおりました。このたびの廃駅や減便にあたり、地域の利用者への

影響を極力少なくするため、町による通院支援事業や高校生のスクールバス利用による通学支援を

検討するとともに、経費の負担についてＪＲ北海道と協議を進めているところであります。また、

豊津地区におきましては、地元部落会から国道５号線を運行する路線バスについて、住宅が多い町

道豊津二号線の迂回運行の要望があったことから、函館バスとの協議を開始したところであります。

今後、停留所などの詳細協議を重ねながら、地域の公共交通機関の確保に向け努力してまいります。

次に、北海道新幹線関係について申し上げます。平成２４年６月に認可された新函館北斗～札幌

間の工事実施計画では、長万部駅周辺の新幹線施設が東西の市街地を分断する掘割構造となってい

ることから、現在、建設主体である独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構（鉄道・運輸機

構）において、駅周辺の高架化に向けた検討を行っており、高架化に伴う環境への影響については、

昨年１２月に調査結果となる環境影響評価書が公表されたところであります。現行の計画では、国

道５号線や町道等の付替工事が大規模かつ長期間となり、住民生活に多大な影響を及ぼすことや、

市街地の分断により将来のまちづくりに支障となることが懸念されることから、今回、高架化に伴

う環境への影響などが確認されたことを受け、駅周辺の新幹線施設の高架形式への変更について、

道に対し要望書を提出いたしました。今後、道や鉄道・運輸機構などによる手続きを経て、平成２

９年度中には高架形式への変更認可が見込まれているところであり、新幹線開業を契機とした１０

０年先を見据えたまちづくりに向け、しっかりと取り組んでまいります。

次に、まちづくりアクションプランについて申し上げます。本町では新幹線開業を見据え、まち

づくりのビジョンとなる新幹線を核としたまちづくり実行計画を平成２７年度に策定したところで

あり、平成２８年度においては、長万部まちづくり推進会議での議論も重ねながら、３月中にも駅

周辺整備の具体的な方向性を示した新幹線駅周辺整備計画を策定いたします。こうしたなか、仕上

げの年となる平成２９年度は、道路や駅前広場など駅周辺施設の位置や規模などを決定するととも

に、開業までの行動指針となる、まちづくりアクションプランの策定を考えております。開業まで

の限られた時間のなか、このプランを礎として役割分担を明確にしながら、官民が一体となったま

ちづくりを進めてまいります。

次に、地域おこし協力隊について申し上げます。平成２８年度に採用した観光分野の支援員２名

と、先進的アグリビジネス事業の推進を担う支援員１名については、イベント参加や事業の企画立

案など、町内外で幅広い活躍を見せております。今後は、協力隊員の意向も踏まえながら、現在の

業務に加え、新たな分野へのチャレンジなど、定住･自立に向けた取組に対する支援を積極的に行

ってまいります。また、平成２９年度は、本町の基幹産業である酪農の担い手不足を解消するため、
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農業支援員１名を新たに募集いたします。採用後は、搾乳や飼料給与などの作業を通じて、将来の

新規就農に向けたステップとなるよう、様々な形で支援してまいります。

次に、高齢者福祉対策について申し上げます。本町の満６５歳以上の人口は、平成２９年１月末

現在２，２３６人で、総人口に占める割合は、４０.３％と前年同期に比較し１.６７ポイント上が

っており、高齢化は着実に進行しております。高齢者が住み慣れた地域でいきいきと暮らせるよう、

社会参加や在宅生活への支援を充実するため、介護保険事業の通所サービスや訪問サービスに加え、

町の在宅福祉サービスを組合せながら、高齢者福祉事業を進めてまいります。平成２９年度も各町

内会等で実施されております地域敬老会への補助や老人クラブの活動支援、タクシー料金助成事業

などを継続し、高齢者の福祉対策に努めてまいります。また、老人福祉バスは、地域の実情に即し

た交通サービスを充実させるため、今年度も利便性を図ってまいります。

次に、障がい者福祉関係について申し上げます。障がい者総合支援法に基づく各種サービス等の

適切な実施に努め、障がいのある方が住み慣れた地域で、自立した生活ができる環境づくりを支援

してまいります。なお、地域活動支援センターは、町内に在住する障がいのある方の集まれる場所

として、また軽作業を行うことで生きがいを見いだすことができる場所として喜ばれておりますの

で、今後も周知を図りながら利用者の増加に努めてまいります。

次に、介護保険事業について申し上げます。平成２７年度から平成２９年度までの３年間を計画

期間として、「共に支え合い、長寿で豊かなまちづくり」を基本理念として、第６期介護保険事業

を実施いたしております。少子高齢化が進むなかで、一人暮らしや認知症高齢者が増加傾向にあり

ますが、可能な限り住み慣れた地域で暮らし続けられるように、地域包括支援センターの体制を強

化し、相談受付、生活支援などのほか在宅での生活を支える介護予防事業等を推進しながら、介護

保険事業の安定とサービス向上に努めてまいります。また、平成３０年度から平成３２年度までの

３年間を計画期間とする「第７期介護保険計画」策定に向け準備を進めてまいります。

次に、町民の健康増進について申し上げます。健康増進事業として、健康相談や健康教育、健康

診査、家庭訪問などの事業を引き続き実施してまいります。

健康相談では、地域での集団相談のほか、個別の電話や来所による相談も増えており、一層の充

実を図ってまいります。

健康教育では、年齢層に合わせた内容での健康教室や幼稚園、保育所、各学校での食育や心の教

育をテーマとした健康教育など継続して進めてまいります。

健康診査では、乳幼児の健康診査受診率は良好でありますが、成人の受診率が低い傾向にあるこ

とから、引き続き、健診の必要性を啓蒙しながら、受診率向上に努めてまいります。また、町民の

健康増進を総合的に進めるため「長万部町健康づくり計画」策定に向け準備を進めてまいります。

次に、児童福祉関係について申し上げます。本町では、平成２７年度から学童保育を民間事業者

に委託し、昼間、留守家庭の児童の放課後等に適切な遊びや生活の場を提供し、児童の健全な育成

を図っており、引き続き、平成２９年度も実施してまいります。

町立保育所では、職員体制の充実とともに保護者のご協力をいただきながら、保育サービスや保

育環境の充実に努めてまいります。保育所内に設置している子育て支援センターでは、みんなの広

場や遊びの広場など親子遊びの場の提供、子育て相談、子育てサークルの応援など、子育て支援の

充実に努めてまいります。また、昨年度町立保育所に２人以上で入所の就学前第２子以降の児童を

無料といたしましたが、平成２９年度は、町内の民間の保育園、幼稚園に通園する児童の保育料等

についても対象とし、子育て支援の拡充を図ってまいります。さらに、町内に設置されている民間
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の保育園、幼稚園に対し、経営の安定化を図るため、平成２９年度も支援を行ってまいります。

次に、臨時福祉給付金について申し上げます。平成２７年度も消費税率の引き上げによる影響を

緩和するため、暫定的・臨時的な措置として、所得の低い方に対して経済対策臨時福祉給付金が支

給されます。支給対象者については、平成２８年度臨時福祉給付金と同じ住民税非課税者で、３月

中旬に受付を開始して４月以降から支給いたします。該当になると思われる方には申請書を送付す

るとともに、町広報等で広く町民へ周知し、適切に事業を進めてまいります。

次に、生活環境関係について申し上げます。私たちの暮らしに関わる環境問題対策への取組は、

町民一人ひとりが、意識を持って環境負荷の少ない生活様式へと転換させていくことが大切であり

ます。「混ぜればゴミ、分ければ資源」の言葉どおり、自然に優しい循環型の地域社会づくりを目

指すため、ゴミ減量化の一環として、生ごみ堆肥化容器購入補助や廃食用油、小型家電、衣類等の

無料回収を継続し、新年度からは役場で回収受付が随時できるように検討を進めてまいります。ま

た、低炭素まちづくりに向けた、さらなる節電対策を推進するため、このたび町で管理する防犯灯、

街路灯をＬＥＤ化に一括更新いたしました。各団体が管理する街路灯につきましても、引き続き電

気料金の補助及び設置改良に対する補助を継続し、省エネルギー機器交換の推進と維持管理負担の

軽減を図ってまいります。

次に、農業振興について申し上げます。酪農経営の安定的発展を図るため、酪農ヘルパー利用組

合や乳牛検定組合等に対する助成をしてまいります。また、生産者のコスト低減と規模拡大を図る

ため、町営による公共牧場事業を継続してまいります。

肉用牛は、町有貸付牛の貸付けを引き続き行うとともに、農業共済組合や農業改良普及センター

等と連携し、生産者の技術支援や巡回指導等に努めてまいります。近年町内でも増加傾向にある牛

ウイルス性下痢等のまん延防止を図るため、平成２８年度から地域衛生管理体制整備事業を実施し

ておりますが、平成２９年度からは肉用牛も対象とし、検査範囲を広げ地域の家畜衛生体制整備を

推進してまいります。

道営農道整備事業は、静狩地区道営農道整備事業として、横断管の改修を実施してまいります。

各地区の農地及び営農用水施設等の維持管理については、多面的機能支払交付金事業を実施し、保

全活動の支援をしてまいります。

新規就農者対策としては、東京都や札幌市で開催される「新・農業人フェア」に長万部町のブー

スを出展し、本町のＰＲや就農への情報発信を行ってまいります。

次に、林業振興について申し上げます。町有林保育事業では、豊津、共立、静狩地区町有林の多

面的な機能をより一層充実させるため、作業道の整備、地拵、植栽、下刈、除間伐事業などの一体

的な整備事業を実施してまいります。

民有林保育事業では、「未来につなぐ森づくり推進事業」による造林奨励事業補助を行うととも

に、町単独事業として「民有林造林推進下刈奨励事業」による下刈事業補助を行い、林業振興と森

林機能の向上に努めてまいります。豊津、国縫各地区の分収造林契約地は、作業道の整備、下刈、

除間伐事業などを実施してまいります。

有害鳥獣対策では、昨年も道内においてヒグマやエゾシカによる農林業の被害が発生しており、

本町においても、農家牛舎や畑付近への出没があることから、長万部町鳥獣被害防止対策協議会を

中心に、関係機関と連携を図りながら、効果的な被害防止対策を実施してまいります。

道営事業は、豊津地区の町有林及び民有林事業推進のため、平成１７年度から実施している基幹

林道豊津黒岩線整備を、引き続き進めてまいります｡
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次に、漁業振興について申し上げます。本町の平成２８年におけるホタテ貝養殖漁業の漁獲量及

び漁獲金額は、漁獲量１２,０８２トン、漁獲金額では４４億２,６４５万円となり、前年と比較し、

漁獲量で４０.６％の減となり、漁獲金額では２４.１％の減となっております。主な要因としては、

へい死などの成育不良に加え、昨年８月に襲来した台風の影響により、養殖施設が被害を受けホタ

テ貝が脱落したことが減産の要因となり、漁獲金額については、出荷量減少に伴う単価の高騰と昨

年に引き続き中国等への海外輸出が好調となり、ホタテ貝が高値で取引されているため、水揚げ金

額の減少率が少なくなったものと思われます。ホタテの生育状況は、昨年１２月に渡島北部地区水

産改良普及指導所が調査した結果、成貝の約７０％がへい死しており、調査記録によると平成４年

以降、最も悪い状況となっております。また、この春、耳吊り作業を行う稚貝には、現在のところ

変形等による外部異常や内部異常も少ない状況ではありますが、引き続き、各関係機関と連携し、

注意深く生育調査等を行ってまいります。

漁業振興では、漁業近代化資金借入金に対する利子助成や漁港街路灯電気料の補助を行い、漁家

経営の安定化と健全な育成を進めてまいります。水産物供給基盤機能保全事業は、北海道が事業主

体となり、昨年に引き続き、長万部漁港及び国縫漁港の機能保全調査設計や静狩漁港及び長万部漁

港の漂砂対策として、防砂堤の新設工事を行うことが決定されております。また、同じく北海道が

事業主体となり、漁村再生交付金事業の採択を受け、国縫漁港内用地整備及び船揚場改良工事も行

うことが決定されております。

次に、商工、観光振興について申し上げます。人口減少による地域経済の縮小が続く中、本町の

商工業の振興を図るため、商工会への運営費助成を行います。また、商工会と連携し、中小企業の

育成と経営安定のため中小企業融資資金の貸付けを行い、利子補給を実施してまいります。

多目的活動センターあつまんべは、町内の団体主催によるイベントや各種会議、東京理科大学に

も利用いただいており、木育コーナーも親子の憩いの場となっております。今後も積極的に活用い

ただき地域の交流拠点となり、地域振興が図られるよう利用を推進してまいります。

商業、観光の活性化の一環であります合宿誘致事業やクラス会実施補助事業には、平成２９年度

も引き続き助成を行い、関係団体との連携を強め、一層の誘致推進を図ってまいります。

観光振興では、ＪＲ長万部駅舎内に設置された長万部観光協会による観光案内所は、本町の観光

案内はもとより名産品販売所として、昨年の北海道新幹線開業後、ますます国内をはじめ外国人観

光客や町民の方に広く利用されており、地域経済への寄与が見受けられるようになりました。平成

２９年度は、年々増加する観光客に対応するため、案内所増床事業に助成を行い、観光客へのおも

てなし向上を図ってまいります。また、本町の大きな観光資源の一つであります長万部温泉の温泉

井維持管理事業に助成し、温泉施設の安全と安定供給に努めてまいります。さらに、本町の一大イ

ベントであります「おしゃまんべ毛がにまつり」に助成し、地域特産物のＰＲを積極的に行い、町

内外の各団体との連携を強め、地域の活性化を図り、観光のブランド化を進め、さらなる観光振興、

地域振興に努めてまいります。

次に、労政関係について申し上げます。全国的に雇用情勢は回復基調にあるものの、北海道は他

の地域との比較では回復の遅れが指摘され、未だに厳しい状況にあります。本町としては、さらな

る雇用の維持、安定に努めるため、渡島檜山北部通年雇用促進支援協議会等関係機関と連携を密に

し、求人情報や各種講習会の周知を進めるとともに、国や道の各種事業等を活用して、雇用の確保

を積極的に行ってまいります。

次に、消費生活相談関係について申し上げます。近年の消費生活相談の多様化に伴い、平成２４
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年度から渡島管内の全ての市町と協力して、より高度な対応ができる「函館市消費生活センター」

への相談引継ぎ体制を整えております。なお、本町でも引き続き、消費生活相談員を配置するとと

もに、地方消費者行政活性化事業基金等を活用して整備した消費生活相談体制の充実など、消費者

行政の強化を図ってまいります。

次に、建設関係について申し上げます。土木事業では、長万部町橋梁長寿命化修繕計画に基づき、

国の社会資本整備総合交付金を活用して、町道橋８１橋のうち新年度においては、１８橋の橋梁点

検調査を実施してまいります。

単独事業では、本町の旧まるたけ食堂跡地横からツルハドラッグ横までの町道本町一号線の拡幅

改良事業に伴う支障物件の補償と、事業に必要な用地の買収を昨年度に引き続き進めてまいります。

そのほか、町道の舗装補修工事や側溝取替工事、下水路清掃、河川の土砂除去など、計画的に実施

してまいります。

公園事業では、長万部公園の遊具新設工事を単独事業で実施してまいります。

公営住宅事業では、中部団地安全柵修理工事および夜間停電時における入居者避難時の安全確保

のため、共用廊下および階段に設置している非常照明用蓄電池の交換工事を計画的に実施してまい

ります。

次に、公共下水道事業について申し上げます。公共下水道の整備状況は、事業認可区域３０６ヘ

クタールのうち整備済み面積は２７０.３ヘクタールで、認可区域の８８.３％が整備されておりま

す。水洗化件数は、平成２９年１月末現在、供用開始区域内人口３,９８１人に対し、下水道接続

人口は２,９１３人で、水洗化率７３．２％となっており、今後も快適な生活環境づくりに向け、

水洗化の普及促進に努め、自主財源の適正な確保と経営の効率化を進めてまいります。平成２９年

度の主な事業として、汚水処理施設共同整備事業の基本設計、地質調査、地形測量、詳細設計を実

施してまいります。

次に、ガス事業について申し上げます。ガス事業法改正に伴い、平成２９年４月１日から規制体

系が変更となり、本町のガス事業は一般ガス事業から小売事業と一般ガス導管事業の２事業に移行

することになりましたので、本定例会に条例の一部改正を提案いたしております。平成２８年度の

経営状況は、ガス販売量は１月末現在で前年度を上回っておりますが、当初の事業予定量より減少

が予測されることから、単年度収支で赤字が見込まれております。平成２９年度の主な事業として、

製造設備改良工事と経年管対策事業であるガス本支管改良工事を実施してまいります。収益は、ガ

ス売上の増加を見込んでおりますが、設備修繕費等の増加により、単年度収支で赤字の見込みとな

っております。ガス料金は、主原料のプロパンガス輸入価格の変動により、平均原料価格がガス供

給条例で定めている基準平均原料価格と比較し、変動があった場合に、料金の単位料金単価を調整

する原料費調整制度が導入されております。この制度により、平成２９年度も引き続き、毎月の料

金を調整することになります。ガス事業は、今後も厳しい経営環境ではありますが、保安の確保と

安全性の向上に努めるとともに、健全な経営を図るよう努力してまいります。

次に、水道事業について申し上げます。平成２８年度は、給水件数、給水量ともに１月末現在で、

前年度より下回りましたが、経費の節減により、単年度収支で黒字が見込まれております。平成２

９年度の主な事業として、水道管移設工事の費用を計上しております。収益は、給水件数等の減に

より、給水収益の増加が見込めないことから、単年度収支で赤字の見込みとなっております。水道

事業は、今後とも経費の節減を図り効率的な事業運営を実施し、安全な水の安定供給に努めてまい

ります。
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次に、町立病院事業について申し上げます。町立病院につきましては、町民のみなさんの健康を

支える町内唯一の病院として、また、救急告示病院として、その機能、充実に努めてまいります。

診療体制は、昨年１２月末で内科医師１名の退職があり、現在、内科医師２名、外科医師１名の常

勤医師３名による診療と、毎週火曜、金曜日に北大小児科から医師派遣をいただき小児科診療、函

館の民間病院による月１回の眼科検診を実施しております。土曜、日曜日の救急医療につきまして

は、北大病院から医師の派遣をいただき診療を実施しております。今年度につきましては、高齢化

の進展や多様化する診療需要等、町民のみなさんの期待に応えられる病院づくりを進めるため、よ

り一層の医療体制の充実を図ってまいります。また、病院事業につきましては、新公立病院改革プ

ランの実行による経営改善を進めるとともに、今後も、体制の維持強化に努め、訪問診療や健康診

断、各種検診及び予防接種等の充実を図りながら、地域に根ざした信頼される病院を目指してまい

ります。

次に、消防関係について申し上げます。火災や災害の大規模化、多様化に対応する万全な消防力

を確立するため、大型水槽付消防車の整備など消防施設、装備の拡充を図り、住民が安全で安心し

て暮らせるまちづくりを推進してまいります。火災予防については、防火対象物ならびに危険物施

設への立入検査により安全指導を徹底するとともに、避難訓練や防火指導により予防意識の向上を

図り、火災や事故の抑制に努めてまいります。また、高齢者を含む災害弱者の被災を防ぐため、引

き続き住宅用火災警報器の適正設置や早期更新の普及啓発に取り組んでまいります。救急業務につ

いては、ドクターヘリや医療機関との連携を強化し、迅速な救急搬送態勢を確立するとともに、救

急救命士を医療研修機関に派遣し必要な知識技術を修得させるなど、良質な救急業務の提供に努め

てまいります。消防団については、引き続き組織の充実強化並びに団員の活性化を促進させるとと

もに、分団の全消防車両にＡＥＤを配備するなど、計画的に装備の充実を進めてまいります。

以上、町政執行の概要について申し述べましたが、日々の変化を鋭敏に感じ取り、町民の皆様の

声に耳を傾けながら、ともに汗を流し地域づくりに邁進する決意であります。町議会並びに町民の

みなさんのご理解とご協力を心からお願い申し上げます。

訂正３か所お願いをいたします。７頁の１１行目「平成２７年度」と申しましたが「平成２９年

度」の誤りでした。訂正お願いいたします。次に９頁の２１行目「渡島北部地区水産改良普及指導

所」と申しましたが「渡島地区水産技術普及指導所」に訂正を願いたいと思います。なお１３頁の

１８行目「眼科検診」と申し上げましたけども「眼科診療」と改め願いたいと思います。大変申し

訳ございませんでした。

〔町長（木幡正志）自席へ〕

○議長（辻義雄） 以上で町政執行方針を終わります。

◎長万部町教育行政執行方針

○議長（辻義雄） 次に教育行政執行方針を行います。

鈴木教育長。

〔教育長(鈴木祐司)登壇〕

○教育長（鈴木祐司） 平成２９年第１回長万部町議会定例会の開会にあたり、長万部町教育委員

会が所管する教育行政の執行方針についてその大綱を申し上げます。

はじめに、平成２７年４月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律（地方教育行政法）の
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一部を改正する法律」が施行され、本町では経過措置に基づき、現任の教育長の任期が切れるまで

現体制での運用を進めてまいりましたが、本年４月より新しい教育委員会制度のもと、教育行政を

進めてまいります。

地方教育行政法改正のねらいは教育行政の責任の明確化であり、教育長と教育委員長を一本化し

た新たな責任者である新教育長の設置、教育長へのチェック機能の強化と透明化、総合教育会議の

設置、教育に関する大綱を首長が策定することであります。

教育行政におきましては、生きる力を育むという理念のもと、善悪の判断を身につけ、自ら主体

的に考え行動し、他の人々と適切にかかわることができる人材の育成を目指して、学校種間、学校、

家庭、地域相互の連携充実を図り、それぞれの教育力が十分発揮されるよう努めてまいります。

教育委員会では、「第３次長万部町まちづくり総合計画」に基づき、「みんなでつくろう『おし

ゃまんべ』～輝くふれあいの郷土、協働、教育のまち～」の実現を目指し、心豊かな文化を育むま

ちづくりを推進するため、ふるさと長万部町の自然や歴史文化を学び、世代をこえてスポーツを楽

しむ場や機会の充実を図り、自立共生の生涯学習社会の実現を目指してまいります。

それでは平成２９年度の主な施策について、分野ごとに申し上げます。

学校教育について。学校教育については、「すべては子供たちのために」という思いを共有して、

学校と家庭、地域、行政がそれぞれの役割と責任を果たし、児童生徒一人一人の生きる力の育成を

目指してまいります。幼稚園、保育所から大学まである教育機関が、教育力を相互に活用し高め合

うことを目指して、連携の場の拡大や内容の充実を図ってまいります。

地域とともにある学校づくりについては、昨年７月に学校運営協議会制度、通称コミュニティス

クールにかかわる制度導入推進委員会を設置し、本町の地域特性に即した導入方法等について研究

協議を進めてまいりました。学校と地域の連携協働による学校づくりを具現化するため、本年１０

月の制度導入を目指し、引き続き諸準備を進めてまいります。

学力向上については各学校と連携を密にし、各種テスト等の活用を進めてまいります。本年４月

に実施される全国学力・学習状況調査は、小学校６年生と中学校３年生を対象とし、国語、算数、

数学が実施教科となります。本調査については、全国体力、運動能力、運動習慣等調査とともに引

き続き結果を公表し、各学校が基礎学力の確実な定着を目指し、家庭学習の定着や読書活動の充実

について保護者への啓発を図ってまいります。また、各種調査結果をもとに、体力・運動能力・生

活習慣等の実態と課題をとらえ、各学校における体育・健康に関する指導などの改善に努めてまい

ります。

郷土愛を深める学習については、地域社会の一員としての自覚を養うため、小学校３、４年生を

対象に副読本を用い、郷土資料室・鉄道村・平和祈念館・植木蒼悦記念館・シャクシャイン古戦場

跡碑等の活用を図り、郷土学習や伝統文化、アイヌ民族に対する正しい歴史認識の理解をとおして、

ふるさとへの愛着を深めるとともに多文化共生の心を育む教育を充実してまいります。

小学校における外国語活動や、中学校の英語教育における外国語指導助手の派遣については、渡

島教育局による英語指導助手派遣事業を活用するとともに東京理科大学と連携し、外国人英語講師

の協力をいただき引き続き実施してまいります。

特別支援教育については、個別の教育支援計画、個別の指導計画に基づき、子供一人ひとりのニ

ーズに対応できる指導を進めてまいります。また、通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要

とする児童生徒に対する支援を行うため引き続き特別支援教育支援員を配置し、支援を進めてまい

ります。さらに、児童生徒の就学指導については、長万部町教育支援委員会議を開催し、小学校就
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学前から中学校卒業まで一貫した支援体制の整備と連携を継続し、総合的な観点から就学先を決定

できるよう進めてまいります。

いじめ問題については、長万部町子どもいじめ防止条例に基づき、各関係機関、団体等との連携

強化、情報共有などを進め、いじめの撲滅を目指してまいります。また、不登校児童生徒に対して

は、学校適応指導専門員を配置するとともに、不登校等児童生徒情報交換会議で自立支援や不安解

消、相談活動などに対応するほか個別の事案に応じたケース検討会を開催し、支援を要する児童生

徒や家庭内での状況等を学校、関係機関、関係部署が連携、情報共有し、効果的に支援できるよう

努めてまいります。

各学校間の連携強化や授業の指導技術等の向上については、長万部町教育連携会議の活用を図り、

小中高等学校教職員が教科や分掌ごとの情報交換や教科間での授業視察を進めるとともに、合同講

演会や英語検定など各種検定の実施も継続して進めてまいります。

長万部高等学校への支援については、就職対策講座への講師派遣費用補助、制服購入費補助、通

学費補助を継続して進めてまいります。

また、国公立大学及び東京理科大学への進学を支援する奨学金制度については、長万部高等学校

支援の位置づけを明確化するとともに、奨学生の対象を同校卒業者の町内外を問わないこととし、

利用しやすい制度へ改正し引き続き進めてまいります。

学校施設については、随時、安全性の点検確認を実施するとともに、適切な管理、修繕を実施し

てまいります。

通学路の交通安全の確保については、長万部町青少年健全育成推進協議会に教育委員会、学校、

警察、道路管理者等で構成された通学路等安全対策部会において、引き続き主要通学路の合同点検

を実施してまいります。今後も関係機関との連携を強化するとともに、通学路の安全確保に向けた

着実かつ効果的な取り組みを継続的に推進してまいります。

学校給食について。学校給食は、食育における生きた教材として子供たちの食生活に大きな役割

を担っております。小中学校における食育推進は、各学校ごとに策定された食育計画に基づき、栄

養教諭が中核となり食育授業を実践しております。また、学校、家庭、地域の連携が不可欠である

ため、食育通信や学校での試食会などにより、保護者の方々への広報啓発活動を継続的に実施して

まいります。安全安心でおいしい給食を実践するために、児童生徒及び保護者を対象としたアンケ

ート等を実施し、提供メニューの改善工夫に努めるとともに、学校給食施設の衛生管理基準に基づ

く調理作業の実践、食材調達における産地、鮮度確認の厳格化、老朽化した施設及び機械設備の更

新や補修等を行い調理環境の整備に努めてまいります。給食業務の運営は、食材の原材料高騰など

から大変厳しい状況下にありますが、不足分については町費で補填をしながら、今後も原材料価格

の動向を見極め、給食費の適正単価の検討も行ってまいります。給食材料購入費である給食費の未

納問題は、全国的な社会問題となっております。給食の未納滞納解消については、未納者への通知

や訪問、電話等による督促のほか児童手当からの特別徴収も実施しており、学校関係者及び長万部

町債権管理委員会と連携し、一層の滞納改善に努めてまいります。

社会教育について。多様で高度な学習機会や学習情報の提供、さらに指導者の育成など総合的な

生涯学習推進体制の整備が求められており、第三次長万部町生涯学習推進計画に基づき人づくりや

町づくりのための生涯学習の推進を目指した社会教育活動に努めてまいります。また、社会状況の

変化に伴い、社会教育全般にわたる事業の精査、見直し等を社会教育関係団体や社会教育委員等の

ご意見を伺いながら、参加者の意向を基本におき事業の推進に努めてまいります。
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子供から高齢者まで、それぞれの生き方に応じた学習機会の要望が高まってきており、ニーズに

対応した幅広い学習活動や体験活動の拡充に努めてまいります。

町民の自助や互助の精神を培うよう、多様で高度な学習活動の充実、地域活動への参画や自発的

ボランティア活動の促進、団体、サークルの結成や活動への支援に努めます。

また、様々な教育活動や教育環境の整備充実に学校支援ボランティアを派遣し、パトロールボラ

ンティアによる登下校時の見守活動や「あいさつ・声かけ運動」を奨励し、地域教育力の向上を目

指すとともに、家庭・学校・地域が一丸となって事件事故の未然防止に取り組むなど、青少年の健

全育成を推進してまいります。

社会教育施設全般にわたる経年劣化については、補修等を進め利用者が安全で安心して利用でき

る施設の環境整備の充実に努めてまいります。

文化活動の振興について。心豊かな潤いのある人生を創造できるよう芸術文化に親しむ機会を提

供するとともに、貴重な自然や優れた文化を学び、学んだことを生かす場を設けるよう努めてまい

ります。

長万部町を学ぶ学習機会として、地域の歴史を後世に伝えていくことをねらいに講座を開催し、

長万部町の過去、現在、未来を考え、地域文化活動の振興充実に努めてまいります。

また、優れた舞台芸術鑑賞の機会を提供するため、文化団体と連携し実施してまいります。

豊かな情操を育むため、幼稚園、保育所、学校、地域と連携し図書館を活用した読書活動の普及

を図ってまいります。図書館では電算化の運用が図られ、よりきめ細やかで迅速かつ適確なサービ

スが進められており、蔵書管理やシステムの点検整備を行うことにより、さらなる質の高い図書館

サービスに努めてまいります。特に、幼児期からの読書習慣の形成を図るうえから、ブックスター

ト事業を推進し読み聞かせサークルや関係機関、団体の協力を得ながら読書環境の整備の拡充に努

めるとともに、地域に開かれた積極的な図書館活動を展開するために、移動図書館車の定期巡回、

地域文庫、出前サービスの拡充を目指してまいります。

文化財等について。文化財等の保護活動については、国指定の史跡、道指定の天然記念物、埋蔵

文化財、静狩湿原に自生する貴重な植物等の状態を定期的に巡視を行い確認し、保存保護に努めて

まいります。まちの歴史や文化を知るうえで重要と思われる郷土資料等を調査するとともに、文化

財調査委員等専門機関と連携を密にし、さらなる町指定文化財への指定等町ぐるみで文化財を守っ

ていく態勢づくりを推進してまいります。

平和祈念館、植木蒼悦記念館、町民センターに展示している美術品やアイヌ文化、考古学、鉄道

に関する資料は、町の貴重な観光資源でもあり、資料の整理に努め郷土愛を深めてくいことを学校

をはじめ町内外の見学者に対し積極的にＰＲしてまいります。

健康づくり、スポーツの振興について。町民が生涯にわたってスポーツ、レクリエーション活動

に参加することのできる環境づくりを推進するとともに、町民ふれあいオリンピックや冬のレクス

ポーツの祭典等において、小中高等学校への参加奨励や連携強化を図るなど、幅広い世代間との交

流を推進し、生涯スポーツの普及定着に努めてまいります。また、体育団体、サークル等の主催す

る競技会や各種大会を積極的に支援するとともに、スポーツ合宿の支援を強化促進するため、安全

安心かつ快適に利用できるようなスポーツ環境の整備にも努めてまいります。

以上、教育行政執行方針の概要について申し述べましたが、今後も各種教育施策の検証と改善を

図りながら教育関係者との連携を強化して、より信頼される教育行政の執行に努めてまいります。

以上です。
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申し訳ありません。訂正をお願いいたします。４頁「給食費」を「給食」と申し上げてしまいま

した。「給食費」に訂正をお願いいたします。以上です。

〔教育長(鈴木祐司)自席へ〕

○議長（辻義雄） 以上で教育行政執行方針を終わります。

１１時１０分まで休憩いたします。

１０時５８分 休憩

１１時１０分 再開

引き続き会議を開きます。

◎予算大綱説明

○議長（辻義雄） 続いて予算大綱説明を行います。

木幡町長。

〔町長(木幡正志)登壇〕

○町長 (木幡正志) 平成２９年度各会計予算案について、その大綱をご説明申し上げます。

政府は、昨年１１月に平成２９年度予算編成の基本方針を閣議決定し、引き続き、「経済再生な

くして財政健全化なし」を基本に、誰もが生きがいを持って充実した生活を送ることができる一億

総活躍社会の実現に向け、アベノミクス「新・三本の矢」に沿い、地方創生、国土強靱化、女性の

活躍、子育て、介護環境整備等の取り組みを推進するとともに、歳出改革にあたっては、経済再生

と財政健全化に資するよう、「公的サービスの産業化」「インセンティブ改革」「公共サービスのイ

ノベーション」という３つの取組を着実に推進し、引き続き歳出全般にわたり聖域なき徹底した見

直しを推進するとしております。

本町においては、こうした動向を注視しながら財源確保や有効活用に努め、町民の生命と財産を

守るという信念のもと、ふるさと長万部が未来に向かい永続的に発展できるよう防災対策や子育て

支援に力を入れるとともに、各種計画に則り、産業の振興、福祉、教育、観光のまちづくりなど、

諸施策にわたり積極的に平成２９年度予算を編成いたしました。

各会計の予算規模は、一般会計が４２億１,６００万円、特別会計は、後期高齢者医療、国民健

康保険、介護保険、公共下水道、ガス、水道、病院の７会計が、合わせて３２億７,４３３万４,０

００円となり、一般会計と特別会計の合計は、７４億９,０３３万４,０００円で、昨年度対比３,

４８０万４,０００円の増となっております。それでは、各会計ごとに主な内容について申し上げ

ます。

はじめに一般会計予算案についてご説明いたします。予算総額は４２億１,６００万円、前年度

に比較して６,０００万円、１.４％の減となりました。 減額となった主な要因は、長万部中央跨

線橋修繕委託、学習文化センター舞台施設改修工事、ふるさと納税関連予算の減などによるもので

あります。

歳出の主なものは、議会費は７,０１２万４,０００円で、前年度に比較し１３万６,０００円の

減で、議会運営費と事務局経費を計上いたしました。

総務費は６億３,８７７万６,０００円で、前年度に比較し３,２４０万６,０００円の減となりま

す。歳出の主なものは、庁舎整備１,２３０万８,０００円、公用車整備５８０万円、まちづくり推

進１,２２５万８,０００円、地域おこし対策１,４６８万４,０００円、生活交通確保対策５９４万
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円、地域情報化３,２０９万円、交通安全対策１２０万円、ガス・温泉採取供給２,７１６万１,０

００円、防災対策７８０万円、防犯灯・街路灯整備５１８万４,０００円、この他一般管理費、財

産管理費、徴税費、戸籍住民基本台帳費、選挙費、統計調査費、監査委員費など管理部門の経費を

計上いたしました。

民生費は９億１,５４１万円で、前年度に比較し３,７７９万１,０００円の増となります。歳出

の主なものは、福祉センター運営９４３万８,０００円、高齢者生活支援４７１万１,０００円、介

護予防・生きがい活動支援４５０万３,０００円、在宅福祉支援２５４万４,０００円、老人福祉バ

ス運行３１０万円、高齢者生活福祉センター運営１,８００万円、社会福祉法人施設補助３５６万

４,０００円、地域会館等整備９５０万円、老人福祉センター運営８９２万９,０００円、この他地

域保育所等補助、心身障害者医療費、乳幼児等医療費、保育所に係る児童措置費、国民健康保険特

別会計繰出金、介護保険特別会計繰出金、後期高齢者医療特別会計繰出金等に所要額を計上いたし

ました。

衛生費は５億４００、２,０００円で、前年度に比較し１,５４２万２,０００円の増となります。

歳出の主なものは、渡島廃棄物処理広域連合負担金８,８７５万１,０００円、ごみ処理施設運営９,

６１８万１,０００円、下水路整備３６０万円、山越郡衛生処理組合負担金４,２３３万２,０００

円、汚水処理施設共同整備事業負担金２０５万円、この他予防費、環境衛生費、公害対策費、病院

事業会計繰出金、水道事業会計繰出金等に所要額を計上いたしました。

労働費は１５７万７,０００円で、前年度に比較し１万円の増となります。歳出の主なものは、

労働金庫への貸付金１００万円と季節労働者への就労援助、団体運営に対する補助などを計上いた

しました。

農林水産業費は２億３２２万９,０００円で、前年度に比較し８５３万５,０００円の減となりま

す。歳出の主なものは、多面的機能支払交付金事業補助等、農業振興として３７１万３,０００円、

乳牛検定組合補助、酪農ヘルパー利用組合補助等、畜産振興として３２５万６,０００円、農地振

興７４３万４,０００円、公共牧場管理運営２,０００万円、この他農業委員会運営など管理部門の

経費を計上いたしました。林業振興対策は、町有林の下刈、鳥獣捕獲補助等林業振興として４,０

８１万３,０００円、分収造林１,０２６万８,０００円、森林基幹道豊津・黒岩線林道負担金は１,

８６０万円を計上いたしました。水産業振興対策は、噴火湾渡島海域漁業振興対策協議会負担金、

付着物有機資源リサイクル事業補助等水産業振興として２９９万３,０００円、水産基盤整備５９

２万６,０００円、水産物流通加工基盤強化対策４,７３０万４,０００円を計上いたしました。

商工費は４,９３５万８,０００円で、前年度に比較して９２１万６,０００円の増となります。

商工振興対策は、商工会運営費補助、おしゃまんべ毛がにまつり事業補助、合宿誘致事業補助など

１,３３３万円であります。観光振興対策は、観光協会運営費補助、写万岳ハイキングコース維持

管理事業補助、長万部温泉井維持管理事業補助など１,５１０万５,０００円、この他多目的活動セ

ンターの運営経費を計上いたしました。

土木費は６億３,９１１万１,０００円で、前年度に比較し６,６８８万２,０００円の減となりま

す。道路橋梁維持は、道路舗装、側溝補修等、除雪対策経費等で２億２,８８０万７,０００円、道

路新設改良は、移転補償や道路用地購入などに１,２７８万９,０００円、河川維持１,４００万円、

公園環境整備３,５１４万６,０００円、町営住宅整備５４０万円を計上いたしました。

消防費は２億５,６１６万２,０００円で、前年度に比較し６,４５７万９,０００円の増となりま

す。大型水槽付消防車の購入や気象観測システム改修工事の他、消防本部、消防団に係る経費を計
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上いたしました。

教育費は３億５,９９９万９,０００円で、前年度に比較し５,８０１万３,０００円の減となりま

す。学校教育関係では、小学校整備１５６万６,０００円、中学校整備６６１万円を計上いたしま

した。社会教育では、シャクシャイン古戦場跡碑肖像画埋込工事などに５５万１,０００円、町民

センター運営３８２万８,０００円、学習文化センター運営１,６４７万９,０００円を計上いたし

ました。体育関係では、スポーツセンター運営１,２５１万６,０００円、海洋センター運営７９１

万８,０００円を計上いたしました。学校給食センター運営は９,５３０万７,０００円を計上いた

しました。

災害復旧費は、災害応急対策として１５万６,０００円を計上いたしました。

公債費、諸支出金、予備費は、それぞれ所要額を計上いたしました。

次に、歳入についてご説明いたします。 町財政の根幹であります町税収入は６億３,８１１万円

で、前年度に比較し１億９３７万２,０００円２０.７％の増となります。

地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、自動

車取得税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金は合わせて１億７,８２０万円を計上

いたしました。

地方交付税は、前年度に比較し１億円４.５％減の２１億円を計上いたしました。普通交付税を

２０億円、特別交付税を１億円見込んでおります。

税収入、繰入金等の自主財源は、前年度に比較し１億７５８万円増の１２億６,１１１万７,００

０円を計上いたしました。その主なものは、財産収入２,０６５万３,０００円、分担金及び負担金

３,４５１万４,０００円、使用料及び手数料１億３,１３１万円、基金繰入金３億８,６２０万１,

０００円であります。基金繰入の内訳は、財政調整基金３億４,２００万円、減債基金１,５００万

円、地域振興基金３００万円、生活交通確保対策基金６３１万２,０００円、地域福祉基金２００

万円、学校教育施設整備基金１３８万２,０００円、まちづくり基金１,６５０万７,０００円、以

上７基金からの繰入れを計上いたしました。

国庫支出金や町債等の依存財源は、前年度に比較し１億６,７５８万円５.４％減の２９億５,４

８８万３,０００円を計上いたしました。内訳として、国庫支出金は１億７,２３５万４,０００円

で、主なものは自立支援給付負担金７,８２０万５,０００円、児童手当負担金３,７６３万４,００

０円、緊急消防援助隊設備整備事業補助金１,２５７万６,０００円などであります。

道支出金は１億６,１７４万２,０００円で、主なものは自立支援給付負担金３,９１０万２,００

０円、国民健康保険税軽減費負担金２,７９７万３,０００円、後期高齢者医療保険料軽減費負担金

２,３６２万６,０００円などであります。

町債は３億１,３２０万円で、内訳は新幹線対策債２２０万円、まちづくり推進事業費１,２２０

万円、低公害車導入費５２０万円、民生関連では高齢者等交通移動手段確保対策事業債等３事業３,

０００万円、地域医療対策債３,０００万円、農林水産関連では林道整備債等４事業３,１４０万円、

交流人口拡大推進事業債５１０万円、土木関連では道路改良債等２事業１,２５０万円、消防整備

債４,７４０万円、教育関連では学校給食施設整備債等２事業１,２２０万円、臨時財政対策債１億

２,５００万円であります。

次に、後期高齢者医療特別会計予算案について申し上げます。予算総額は９,７８６万２,０００

円、前年度に比較して２７２万４,０００円２．７％の減となっております。歳入の主なものは後

期高齢者医療保険料６,１４６万１,０００円、繰入金３,６２８万２,０００円を計上いたしており
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ます。

次に、歳出の主なものは保険料等負担金９,２９６万３,０００円で、事務費負担金２９７万３,

０００円を加えた後期高齢者医療広域連合納付金９,５９３万６,０００円を計上しております。

次に、国民健康保険特別会計予算案について申し上げます。予算総額は９億９,５２５万２,００

０円で、前年度に比較し３,８８８万３,０００円４．１％の増となっております。歳入の主なもの

は国民健康保険税１億７,８５６万２,０００円、国庫支出金２億５,７５８万４,０００円､療養給

付費等交付金２,２７１万９,０００円､前期高齢者交付金１億９,０２０万円、道支出金５,４２１

万７,０００円、共同事業交付金２億３４０万円、一般会計繰入金８,７９１万３,０００円、この

他使用料及び手数料、諸収入等６５万７,０００円を計上いたしております。

次に、歳出の主なものは総務費３,０６２万６,０００円、職員給与費のほか賦課徴収費等の運営

管理経常費を計上いたしております。保険給付費６億５７８万６,０００円、後期高齢者支援金等

９,６３８万８,０００円、前期高齢者納付金等３３万円、老人保健拠出金２万円を計上いたしまし

た。介護納付金３,４８９万円、共同事業拠出金２億２,３００万円、保健事業費３２２万４,００

０円、この他公債費、諸支出金、予備費等９８万８,０００円を計上しております。

次に、介護保険特別会計予算案についてご説明いたします。予算総額は７億５,０４６万１,００

０円で、前年度に比較して２,０３５万１,０００円２.８％の増となります。歳入は、保険料１億

１,２９４万９,０００円、国庫支出金は、保険給付費及び地域支援事業等に係る交付額１億８,７

９５万円、支払基金交付金は、第２号被保険者の保険料交付金１億９,１７１万６,０００円、道支

出金１億１,００７万５,０００円、繰入金１億４,５１８万８,０００円、サービス収入２４３万２,

０００円、この他分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、諸収入で１５万１,０００円

を計上いたしました。

次に歳出は、総務費は３,１２６万４,０００円で、人件費、システム管理費、介護認定に係る経

費、委員会費などを計上いたしました。保険給付費は６億６,４８０万円で、介護サービス等諸費、

審査支払手数料、高額介護サービス費、特定入所者サービス等費を計上いたしました。地域支援事

業費は５,３８８万円で、介護予防事業費や人件費を計上いたしました。この他基金積立金、公債

費、諸支出金、予備費などで５１万７,０００円を計上いたしました。

次に、公共下水道事業特別会計予算案について申し上げます。予算総額は３億３,３５０万円で、

前年度に比較し２,１０５万円６．７％の増となっております。増額になった主な要因は、汚水処

理施設共同整備費の増によるものであります。歳入の主なものは、使用料及び手数料５,５６８万

円、国庫支出金１,４８５万円、繰入金２億４,５１１万円、諸収入５０６万円、町債１,２８０万

円を計上いたしております。

次に歳出の主なものは、一般管理費３,９４６万７,０００円、管渠管理費１,１５４万２,０００

円、終末処理場管理費５,７８２万１,０００円、汚水処理施設共同整備費２,９７０万円、公債費

１億９,４７７万円、予備費２０万円を計上しております。

次に、ガス事業会計予算案について申し上げます。収益的収入予定額１億１,７５１万円、収益

的支出予定額１億２,７３４万円で、差引９８３万円に当年度分の建設改良費による消費税資本的

収支調整額３３６万３,０００円を加えた、１,３１９万３,０００円の赤字となります。

支出予定額の主なものは、原料費２,４０７万７,０００円、人件費２,９８６万８,０００円、そ

の他事業費６,３６７万５,０００円、営業外費用９７２万円であります。

収入予定額は、製品売上８,４２５万円、営業雑収益１,８２５万円、営業外収益１,３９７万３,
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０００円、特別利益１０３万７,０００円であります。 資本的収支予定額は、建設改良費４,５４

０万円、企業債償還金２,１４７万１,０００円、合計６,６８７万１,０００円でこれに対する財源

は、企業債２,７６０万円、出資金９１０万円、過年度分損益勘定留保資金３,０１７万１,０００

円で補てんしてまいります。

次に、水道事業会計予算案について申し上げます。収益的収入予定額１億６,７１０万円、収益

的支出予定額１億６,６４５万円で、差引６５万円から当年度分の建設改良費による消費税資本的

収支調整額１８２万２,０００円を差引した１１７万２,０００円が赤字となります。

支出予定額の主なものは、人件費２,８４７万円、受託工事費５１１万円、減価償却費５,４５５

万円、その他営業費用６,１３７万円、営業外費用１,６９５万円であります。収入予定額は、水道

料金１億４,６１８万円、その他営業収益８０９万円、営業外収益１,２８３万円であります。資本

的収支予定額は、建設改良費２,４６０万円、企業債償還金５,１３０万２,０００円、合計７,５９

０万２,０００円でこれに対する財源は、一般会計補助金３７８万９,０００円、工事負担金１,１

０１万円、過年度分損益勘定留保資金６,１１０万３,０００円で補てんしてまいります。

次に、病院事業会計予算案について申し上げます。収益的収入予定額６億５,２５９万円、収益

的支出予定額６億５,１７８万２,０００円で、差引８０万８,０００円から当年度分の建設改良費

による消費税資本的収支調整額４８万７,０００円を差引した３２万１,０００円が利益となりま

す。

支出予定額の主なものは、医業費用６億４,９３３万３,０００円、医業外費用２４４万９,００

０円であります。

収入予定額の主なものは、医業収益４億７,８０６万３,０００円、医業外収益１億７,４５２万

７,０００円で、うち一般会計補助金１億６,９８６万２,０００円であります。

資本的支出予定額の主なものは、建設改良費６５７万９,０００円、企業債償還金１３１万５,０

００円、看護学生奨学資金貸付金１０２万円で合計８９１万４,０００円となり、これに対する資

本的収入予定額は、他会計負担金１３万８,０００円で、資本的収入額が資本的支出額に対し不足

する額８７７万６,０００円は、過年度分損益勘定留保資金で補てんしてまいります。

以上で、一般会計を含め８会計予算案の大綱について説明を終わります。

大変申し訳ありません、４か所訂正お願いしたいと思います。２頁の２７行目「５億４００、２,

０００円」と申しましたけど「５億４００万２,０００円」の訂正をお願いいたします。２点目は、

６頁の１行目「まちづくり推進事業費」と申し上げましたけど「まちづくり推進事業債」に訂正お

願いいたします。６頁の１行目「低公害車導入費」を「低公害車導入債」に訂正をお願いしたいと

思います。９頁「６億４，９３３万円」と申し上げましたけれども「６億４,９３３万３,０００円」

に訂正をお願いいたします。大変申し訳ございませんでした。

○議長（辻義雄） 以上で予算大綱説明を終わります。

◎常任委員及び議会運営委員の選任について

○議長（辻義雄） 日程第４、常任委員の選任について、および日程第５、議会運営委員の選任に

ついてを会議規則第３７条の規定により一括議題といたします。

常任委員および議会運営委員の選任については、委員会条例第７条第３項の規定により議長が会

議に諮って指名することになっております。
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お諮りいたします。総務常任委員会および産業建設常任委員に全議員を、議会運営委員に議長お

よび副議長を除く全議員をそれぞれ指名したいと思います。これにご異議ございませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よってただいま指名したとおり、総務常任委員、産業建設常任委員および議会運営委員に選任す

ることに決定いたしました。

ただいま私が総務常任委員および産業建設常任委員に選任されましたが、議長の職務上から委員

を辞退したいと思いますのでよろしくお取り計らい願います。

暫時休憩いたします。

１１時３７分 休憩

〔議長除斥。副議長、議長席へ〕

１１時３８分 再開

○副議長（柏倉恵里子） 休憩前に引き続き会議を開きます。

ただいま議長から、総務常任委員および産業建設常任委員の辞任の申し出がありました。

お諮りいたします。議長の常任委員の辞任についてを日程に追加し、追加日程第１として議題に

したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって議長の常任委員の辞任についてを日程に追加し、追加日程第１として議題とすることに決

定いたしました。

◎議長の常任委員の辞任について

○副議長（柏倉恵里子） 追加日程第１、議長の常任委員の辞任についての件を議題といたします。

議長は、その職責上どの委員会にも出席する権限を有しているほか、可否同数の際における採決

権など議長固有の権限を考慮するとき、委員会に委員として所属することは適当ではなく、また行

政実例でも議長については辞任が認められております。

お諮りいたします。議長の申し出のとおり、総務常任委員および産業建設常任委員の辞任を許可

することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって議長の総務常任委員および産業建設常任委員の辞任を許可することに決定いたしました。

暫時休憩いたします。

１１時３９分 休憩

〔副議長自席へ。議長、議長席へ〕

１１時４０分 再開

○議長（辻義雄） 休憩前に引き続き会議を開きます。

次に、委員会条例第８条第２項の規定による各常任委員会および議会運営委員会の委員長および

副委員長の互選と、所管事務等の調査についての協議を行うため各委員会を開催いたします。

なお、昼の休憩時間となりますので、昼食をとっていただいたあとに各委員会を開催したいと思
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います。本会議は午後１時３０分から再開いたしますので、ご承知おきください。

それでは午後１時３０分まで休憩いたします。

１１時４１分 休憩

１３時３０分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

休憩中に開催した各委員会において、委員長および副委員長が互選されましたのでご報告いたし

ます。

総務常任委員会の委員長には 議員。副委員長には村川議員。

産業建設常任委員会の委員長には長﨑議員。副委員長には橋本議員。

議会運営委員会の委員長には高森議員。副委員長には辻紀樹議員。以上のとおりであります。

◎議案第１号 長万部町個人情報保護条例の一部を改正する条例

○議長（辻義雄） 日程第６、議案第１号長万部町個人情報保護条例の一部を改正する条例の件を

議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

本前総務課長。

○総務課長（本前武広） ただいま上程されました、議案第１号長万部町個人情報保護条例の一部

を改正する条例について、提案理由と内容をご説明いたします。

この度の改正は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一

部改正に伴い、特定個人情報の情報提供ネットワークシステムを使用した、条例事務関係情報照会

者による特定個人情報の提供の求めおよび条例事務関係情報提供者による特定個人情報の提供につ

いて、関連する条文の整備を行うものであります。以下、行政手続における特定の個人を識別する

ための番号の利用等に関する法律につきましては、番号利用法と呼称させていただきます。

条例の改正内容は、議案に添付しております新旧対照表によりご説明いたします。表の左欄が改

正後で、右欄が改正前で、下線部分が変更する内容であります。

第２条は定義で、第２条第４号中「第２項」の次に「（これらの規定を番号利用法第２６条にお

いて準用する場合を含む。）」を加え、特定個人情報の提供等の記録に、条例事務関係情報の照会

及び提供に係る準用規定を追加します。

第１４条は訂正、削除及び中止の請求で、第１４条第２項第４号および２頁をご覧ください。第

３項第４号中「第２８条」を「第２９条」に改め、番号利用法第２６条の追加に伴う条ずれの修正

を行います。

第１７条は開示等の実施で、第１７条第５項中「又は情報提供者」を「若しくは情報提供者又は

同条第８号に規定する条例事務関係情報照会者若しくは条例事務関係情報提供者」に改め、条例事

務関係情報の照会及び提供に係る規定を追加します。

第２４条は個人情報保護審議会で、第２４条第２項中「第２７条第１項」を「第２８条第１項」

に改め、第１４条の改正と同様に条ずれの修正を行います。

３頁をご覧ください。附則として、この改正条例の施行日を、番号利用法附則第１条第５号に掲

げる規定の施行の日である平成２９年５月３０日とするものであります。

以上が、ただいま上程されました、議案第１号長万部町個人情報保護条例の一部を改正する条例

についての内容であります。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。
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○議長（辻義雄） これより質疑を行います。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第２号 長万部町税条例等の一部を改正する条例

○議長（辻義雄） 日程第７、議案第２号長万部町税条例等の一部を改正する条例の件を議題とい

たします。説明員に提案理由の説明を求めます。

中森税務課長。

○税務課長（中森恵） ただいま上程されました、議案第２号長万部町税条例等の一部を改正する

条例について提案理由と内容をご説明いたします。

今回の改正は、社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための地方税法の

一部を改正する法律及び地方税法施行令の一部を改正する政令等の一部改正により、所要の改正を

行うものであります。議案には、２４頁の新旧対照表と４頁の一部改正の概要を添付いたしました。

改正内容は、４頁の一部改正の概要によりご説明いたします。

１頁をご覧ください。第１条による改正でありますが、第３６条の２は、町民税の申告で、条文

中「仮認定特定非営利活動法人」を「特例認定特定非営利活動法人」に改めるもので、法律改正に

よる改めであります。

附則第７条の３の２では、法律改正にあわせて、個人住民税における住宅ローン控除制度の適用

期限を「平成４１年度」から「平成４３年度」に改めるものであります。

第２条による改正であります。第１８条の３は納税証明事項で、法律改正に併せて文言を整理す

るものであります。

第１９条は、納期限後に納付し又は納入する税金又は納入金に係る延滞金で、第１条の２が追加

されることに伴う文言の整理を行うものであります。

２頁から３頁をご覧ください。法律改正により、軽自動車税の環境性能割の導入時期が変更とな

ったことから、第８０条の軽自動車税の納税義務者等から、第９１条の原動機付自転車及び小型特

殊自動車の標識の交付等までを現行条文から削り、新たに第１条の２として、施行日を平成３１年

１０月１日とする環境性能割を記述する第８０条から第９１条までの条文を加えるものでありま

す。これは、消費税導入時期に合わせた改正であります。

制定附則第１５条の２は、軽自動車税の環境性能割の賦課徴収の特例から、第１５条の６の軽自

動車税の環境性能割の税率の特例までも、環境性能割の導入時期が変更となったことに伴い、同様
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に整理するものであります。

４頁をご覧ください。改正附則第１条および第２条の２は、軽自動車税のグリーン化特例の１年

延長に係る経過措置は平成２９年４月１日から、軽自動車税の環境性能割に関する事項は平成３１

年１０月１日から施行するという規定であります。

第３条の２および第４条は、軽自動車税の環境性能割の導入時期が変更となったことに伴う適用

年度を平成２９年度から平成３２年度にするという規定であります。

附則として、この条例は公布の日から施行し、特例認定特定非営利活動法人への一部改正は、平

成２９年４月１日から施行するという規定であります。

以上が、ただいま上程されました、議案第２号長万部町税条例等の一部を改正する条例の内容で

あります。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第３号 長万部町奨学金条例の一部を改正する条例

○議長（辻義雄） 日程第８、議案第３号長万部町奨学金条例の一部を改正する条例の件を議題と

いたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

岡野学校教育課長。

○学校教育課長（岡野喜美雄） ただいま上程されました、議案第３号長万部町奨学金条例の一部

を改正する条例につきまして、提案理由と内容をご説明いたします。

この度の改正は、奨学金の位置づけを長万部高等学校支援策として明確化するとともに、奨学生

の親等の住所要件及び所得制限を撤廃し、町内外を問わず誰もが利用しやすい奨学金制度とするた

め改正するものであります。

条例の改正内容は、議案に添付しております新旧対照表によりご説明いたします。表の左欄が改

正後で、右欄が改正前で、下線部分が変更する内容であります。

第１条中「条例は」の次に「、北海道長万部高等学校の支援として」を加え、「であって、経済

的理由により修学が困難な者」を削るものであります。

第３条第１号中「北海道立長万部高等学校」を「北海道長万部高等学校」に改め、同条中第３号

及び第４号を削り、第５号を第３号とするものであります。

第５条第２項中「予算の範囲内において」を削るものであります。

附則として、この条例は平成２９年４月１日から施行するものであります。
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以上が、ただいま上程されました、議案第３号長万部町奨学金条例の一部を改正する条例の内容

であります。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第４号 長万部町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に関す

る条例の一部を改正する条例

○議長（辻義雄） 日程第９、議案第４号長万部町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及

び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例の件を議題といたします。説明員に提案理由の説

明を求めます。

豊嶋保健福祉課長。

○保健福祉課長（豊嶋慎一） ただいま上程されました、議案第４号長万部町指定地域密着型サー

ビスの事業の人員、設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例について、提案理由と

改正内容についてご説明いたします。

地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関する法律によ

り介護保険法等の改正事項として、通所介護のうち利用定員が厚生労働省令で定める数、定員１８

人以下のものを地域密着型サービスに位置付ける改正が施行されたことに伴い、所要の改正を行う

ものであります。

条例の改正内容は、議案に添付しております新旧対照表によりご説明いたします。表の左欄が改

正後、右欄が改正前で、傍線部分が改正する部分であります。条数が多いことから包括的に説明を

させていただきます。条例改正の考え方は、国の基準に準じて改正しております。

はじめに、この改正は第３章の次に第３章の２として地域密着型通所介護の１章を加えるもので

あります。この１章は５つの節からなっており、第５９条の２から第５９条の３８の全３７条から

なっております。

それでは１頁をご覧ください。目次の第３章の次に、第３章の２として地域密着型通所介護を加

えるもので、第１節基本方針等、第２節人員に関する基準、第３節設備に関する基準、第４節運営

に関する基準、第５節指定療養通所介護の事業の方針並びに人員、設備及び運営に関する基準とな

っております。また、第５節は４款からなっており、第１款この節の趣旨及び基本方針等、第２款

人員に関する基準、第３款設備に関する基準、第４款運営に関する基準となっております。

次に本文の第３章の次に、第３章の２として地域密着型通所介護の基準を新たに追加するもので
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あります。

第１節は基本方針で、指定地域密着型通所介護の事業の基本方針として、利用者が可能な限りそ

の居宅において自立した日常生活を営むことができるよう、必要な世話、機能訓練を行うことによ

り社会的孤立感の解消、心身の機能維持並びに利用者の家族の負担軽減を図るものでなければなら

ないと規定しております。

２頁から４頁をご覧ください。第２節は人員に関する基準で、第５９条の３では指定地域密着型

通所介護の事業の人員に関する基準として、指定地域密着型通所介護事業者は、指定地域密着型通

所介護事業所ごとに生活相談員、看護職員、介護職員、機能訓練指導員を必要数置かなければなら

ないことを規定したものであります。また、第５９条の４では、指定地域密着型通所介護事業所ご

とに、常勤の管理者を置かなければならないことを規定いたしております。

４頁から６頁をご覧ください。第３節は設備に関する基準で、第５９条の５では指定地域密着型

通所介護事業所に必要な設備及び備品等の基準を規定したものであります。

６頁から１３頁をご覧ください。第４節は運営に関する基準で、利用者の心身の状況等の把握、

利用料等の受領、指定地域密着型通所介護の基本取扱方針、具体的取扱方針、地域密着型通所介護

計画の作成、管理者の責務、運営規定、勤務体制の確保、定員の遵守、非常災害対策、衛生管理、

地域との連携、事故発生時の対応、記録の整備などを規定しております。

１３頁から１４頁をご覧ください。第５節は指定療養通所介護の事業の基本方針並びに人員設備

及び運営に関する基準で、第１款はこの節の趣旨及び基本方針を第５９条の２１及び第５９条の２

２で規定しております。

１４頁から１５頁をご覧ください。第２款は人員に関する基準で、第５９条の２３において従業

員の員数、第５９条の２４で管理者について、第５９条の２５で利用定員を規定しております。

１５頁から１６頁をご覧ください。第３款は設備に関する基準で、第５９条の２６において備え

なければならない必要な設備及び備品について規定しております。

１６頁から２３頁をご覧ください。第４款は運営に関する基準で、第５９条の２７から第５９条

の３８まで、内容および手続の説明および同意、心身の状態等の把握、指定居宅介護支援事業者等

との連携、指定療養通所介護の具体的取扱方針、療養通所介護計画の作成、緊急時等の対応、管理

者の責務、運営規程、緊急時対応医療機関、安全・サービス提供管理委員会の設置、記録の整備な

どを規定しております。

附則として、この条例は平成２９年４月１日から施行するというものであります。

以上が、ただいま上程されました、議案第４号長万部町指定地域密着型サービスの事業の人員、

設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例についての内容であります。よろしくご審

議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。
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〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第５号 長万部町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営の基

準等に関する条例の一部を改正する条例

○議長（辻義雄） 日程第１０、議案第５号長万部町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人

員、設備及び運営の基準等に関する条例の一部を改正する条例の件を議題といたします。説明員に

提案理由の説明を求めます。

豊嶋保健福祉課長。

○保健福祉課長（豊嶋慎一） ただいま上程されました、議案第５号長万部町指定地域密着型介護

予防サービスの事業の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の一部を改正する条例について、

提案理由と改正内容についてご説明いたします。

地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関する法律によ

り介護保険法等の改正事項として、通所介護のうち利用定員が厚生労働省令で定める数、定員１８

人以下のものを地域密着型サービスに位置付ける改正が施行されたことに伴い、所要の改正を行う

ものであり、条例改正の考え方は、国の基準に準じております。

それでは、議案に添付しております新旧対照表によりご説明いたします。表の左欄が改正後、右

欄が改正前で、傍線部分が改正部分であります。

第３９条中第２項を第４項とし、第１項を第３項とし、同条に第１項及び第２項並びに第５項を

加えるものであります。

第１項では、指定介護予防認知症対応型通所介護事業者は、利用者、利用者の家族、地域住民の

代表者、町の職員、包括支援センターの職員等により構成する協議会を設置し、協議会からの評価、

要望、助言等を聞く機会を設けなければならないことを、第２項では、その報告、評価、要望等の

記録を作成し、公表する旨を規定しております。また、第５項では、事業所の所在する建物と同一

の建物に居住する利用者に対して通所介護を提供する場合は、居住する利用者以外の者に対しても

通所介護の提供を行うよう努めなければならないことを追加しております。

附則として、この条例は平成２９年４月１日より施行するというものであります。

以上が、ただいま上程されました、議案第５号長万部町指定地域密着型介護予防サービスの事業

の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の一部を改正する条例の内容でございます。よろしく

ご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。
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〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第６号 長万部町ガス供給条例の一部を改正する条例

○議長（辻義雄） 日程第１１、議案第６号長万部町ガス供給条例の一部を改正する条例の件を議

題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

佐藤水道ガス課長。

○水道ガス課長（佐藤剛） ただいま上程されました、議案第６号長万部町ガス供給条例の一部を

改正する条例について、提案理由と内容をご説明いたします。

今回の一部改正は、ガス事業法の改正に伴い平成２９年４月１日から規制体系が変更となり、長

万部町のガス事業は、一般ガス事業から小売事業と一般ガス導管事業の２事業に移行するため、条

例の一部を改正するものであります。

条例の改正内容につきましては、別紙新旧対照表により内容を要約しご説明いたします。表の左

欄が改正条文で右欄が現行条文で、下線部分が変更する内容であります。

１頁をご覧ください。目次中、第７章補則「第２８条・第２９条」を２条追加するため「第２８

条－第３１条」とします。

第１条は趣旨で、第１項中「第２条第１項に規定する一般ガス事業のガスの供給」を「第２条第

２項に規定するガス小売事業（以下「ガス小売事業」という。）のガスの小売供給、同条第５項に

規定する一般ガス導管事業（以下「一般ガス導管事業」という。）のガスの託送供給及び最終保障

供給」に改めます。

第２条は定義で、２頁をご覧ください。第１号は文言の整理。第２号の託送供給依頼者と第３号

の需要家等は、定義の追加。第４号から、３頁をご覧ください、第１３号までは号数の変更および

文言の整理。第１４号のガス栓から、第１８号の昇圧供給装置までは、定義の追加。第１９号と第

２０号は号数の変更および文言の整理。第２１号にガス工事の定義を追加。第２２号から、４頁

をご覧ください、第３０号までは号数の変更および文言の整理であります。

第３条は供給区域で、「町のガスの供給区域」を「町のガス小売事業及び一般ガス導管事業の供

給区域」に改めます。

第４条から、６頁をご覧ください、第７条第４項までは、条号の変更及び文言の整理。第５項及

び第６項に内管等の費用負担について、昇圧供給装置を追加しました。

第８条から、７頁をご覧ください、第１０条第４項までは文言の整理。第５項は「北海道経済産

業局長の認可を受けて」を削り文言の整理をしました。

８頁をご覧ください。第１１条から第１３号までは文言の整理。

９頁をご覧ください。第１４条は供給施設等の検査で、昇圧供給装置を追加し、文言の整理。

第１５条から、１３頁をご覧ください、第２７条第２項までは、条項の変更および文言の整理。

第３項および第４項に、保安に対する使用者の義務として、圧縮ガス等を併用する場合と昇圧供給

装置を使用する場合について追加し、第２８条は特別供給条件で、第１項中「北海道経済産業局長

の認可を受けた」を「町長が必要と認める」に改めます。

第２８条の次に２条追加し、託送供給条件として「託送供給に係る供給条件は、町長が別に定め
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る。」を追加。１４頁をご覧ください。最終保障供給条件として、「最終保障供給に係る供給条件

は、町長が別に定める。」を追加しました。

第３１条及び別表第１については、文言の整理をしました。

附則として、この条例は平成２９年４月１日から施行するというものであります。

以上が、ただいま上程されました、議案第６号長万部町ガス供給条例の一部を改正する条例につ

いての内容であります。よろしくご審議のほど、お願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第７号 新たに生じた土地の確認について

○議長（辻義雄） 日程第１２、議案第７号新たに生じた土地の確認についての件を議題といたし

ます。説明員に提案理由の説明を求めます。

加藤まちづくり新幹線課長。

○まちづくり新幹線課長（加藤慶一） ただいま上程されました、議案第７号新たに生じた土地の

確認について、提案理由をご説明いたします。

地方自治法第９条の５第１項では、市町村の区域内に新たに土地を生じたときは、市町村長は議

会の議決を経て、その旨を確認し、都道府県知事に届ける規定となっております。このたび、公有

水面埋立法第２２条第１項により、公有水面埋立に関する工事の竣功について、北海道知事から認

可があり、新たに土地が生じましたので、ご提案申し上げたものであります。

埋立の位置は、議案とともにお配りしております、静狩漁港公有水面埋立平面図に赤色で表示し

てありますところで、静狩１４９番、１５０番１、１５０番２、１５０番３及び１５０番４地先の

公有水面埋立地で、面積は５８９.２７平方メートルであります。埋立の目的は漁港用地の造成で

あります。

なお、公有水面埋立に関しての議会提案は、北海道知事から認可を受けて、町は地方自治法に基

づいて所定の手続きを行うこととなりますのでご承知おき願います。

以上が、新たに生じた土地についての内容でございます。よろしくご審議のほどお願いいたしま

す。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。
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討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第８号 字の区域の変更について

○議長（辻義雄） 日程第１３、議案第８号字の区域の変更についての件を議題といたします。説

明員に提案理由の説明を求めます。

加藤まちづくり新幹線課長。

○まちづくり新幹線課長（加藤慶一） ただいま上程されました、議案第８号字の区域の変更につ

いて、提案理由をご説明いたします。

地方自治法第２６０条第１項では、市町村の区域に変更を生じた時は、市町村長は議会の議決を

経てこれを定め、都道府県知事に届出をする規定となっており、公有水面の埋立によりまして、長

万部町に生じた土地を字静狩に編入するという提案でございます。

変更する字の区域につきましては、議案第７号でご承認いただきました土地で、静狩１４９番、

１５０番１、１５０番２、１５０番３及び１５０番４地先で、面積は５８９.２７平方メートルで

ございます。

以上が、字の区域の変更についての内容でございます。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第９号 平成２８年度長万部町一般会計補正予算（第１３号）

○議長（辻義雄） 日程第１４、議案第９号平成２８年度長万部町一般会計補正予算（第１３号）

の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。
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本前総務課長。

○総務課長（本前武広） ただいま上程されました、議案第９号平成２８年度長万部町一般会計補

正予算（第１３号）について、その内容をご説明いたします。

今回の補正は、各種事務事業等の終了による執行経費をはじめ物件費等の不用額や歳入を精査し、

生じた財源を後年度以降の財源とするため、財政調整基金に積立てするものであり、歳入歳出から

２,６１０万３,０００円を減額し、補正後の予算総額を４８億２,１００万４,０００円とするもの

であります。補正予算書に添付しております概要により、歳出からご説明いたします。

議会費は１０１万３,０００円の減額で、内訳は報酬が３万円の追加で、委員長改選による日割

支給分の増、旅費、需用費は執行残を整理いたしました。

総務費は１億５,８５４万２,０００円の追加であります。一般管理費は２億２,６２７万５,００

０円の追加で、このうち減額となるものは、報酬は表彰審議会などの開催回数減により１９万８,

０００円の減、給料は育児短時間勤務により２３万円の減、共済費は再任用職員の減などにより２

７８万５,０００円の減額であります。報償費は１０万円、旅費は２５万円の減額で、それぞれ執

行残を整理いたしました。需用費は３０５万円の減額で、内訳は、消耗品費２５万円、印刷費３５

万円、燃料費１００万円、電気料１００万円、水道料４０万円、下水道料５０万円の減額でありま

す。役務費４００万円の減額は通信費、委託料は３７万１,０００円の減額、使用料及び賃借料は

１０万円の減額で、それぞれ執行残を整理いたしました。負担金・補助及び交付金は２４万９,０

００円の減額で、内訳は、北海道職員派遣人件費負担金が１３万６,０００円の追加、その他の負

担金につきましては執行残を整理いたしました。積立金は２億３,７６０万８,０００円の追加で、

各基金の利息の整理のほか、今回の補正に伴う歳出不用額と歳入を精査し、一般財源を後年度以降

の財源調整とするため財政調整基金に２億３,７６４万７,０００円を積立てするものであります。

なお、この積立てをした後の財政調整基金残高見込額は１４億９,９９１万円となります。文書広

報費７万円の減額は需用費で、広報の印刷費を整理いたしました。財産管理費は２１６万８,００

０円の減額であります。役務費、委託料、使用料及び賃借料は、それぞれ執行残を整理いたしまし

た。企画費は６,０４４万１,０００円の減額であります。報酬は４４万５,０００円の減額。賃金

は４３５万６,０００円の減額で、まちづくり推進会議委員及び地域おこし協力隊員に係るもの。

報償費は１,２４２万９,０００円の減額で、まちづくり基金寄附者贈呈品およびオリジナル記念品

の執行残を整理いたしました。旅費１７２万５,０００円から使用料及び賃借料１５６万６,０００

円までの減額はそれぞれ執行残。負担金・補助及び交付金は６７９万円の減額で、内訳は北海道セ

キュリティクラウド構築費負担金が１万５,０００円の追加、その他の負担金、補助金につきまし

ては執行残を整理しました。積立金２,８８６万３,０００円の減額は、各基金の利息のほか、ふる

さと納税に係るまちづくり基金の積立金を整理いたしました。電子計算費は６０万３,０００円の

減額で、見積り合わせによる減など執行残を整理いたしました。交通安全対策費は４０万３,００

０円の減額であります。賃金は執行残を整理し、工事請負費は道路区画線工事の見積執行残を整理

いたしました。ガス･温泉管理費は９１万円の減額で、需用費８５万円の減額は電気料、役務費６

万円の減額は通信費で、それぞれ執行残を整理いたしました。防災防犯諸費は１０５万７,０００

円の減額であります。報酬５万円の減額は、安全で住みよい町づくり推進協議会委員の開催案件が

なかったことによる減。需用費４５万円の減額は電気料。委託料２０万７,０００円の減額は、Ｌ

ＥＤ照明導入調査事業に係る執行残であります。歳入では、１３国庫支出金、総務費国庫補助金、

防犯灯調査事業で２０万８,０００円を減額計上いたしました。負担金・補助及び交付金３５万円
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の減額は、街路灯電気料補助に係る執行残を整理いたしました。賦課徴収費は３３万円の減額で、

それぞれ需用費、役務費の執行残を整理いたしました。参議院議員選挙費は６２万４,０００円の

減額。２頁をご覧ください。海区漁業調整委員選挙費は１１２万７,０００円の減額で、いずれも

執行残を整理いたしました。歳入では、１３国庫支出金、総務費国庫委託金、参議院議員選挙で６

８万９,０００円の追加、１４道支出金、総務費道委託金、海区漁業調整委員選挙で１１２万８,０

００円を減額計上いたしました。

民生費は４,９９５万８,０００円の減額であります。社会福祉総務費は１２万３,０００円の減

額。福祉センター費は７７万円の減額で、それぞれ執行残を整理いたしました。老人福祉総務費は

２３０万７,０００円の減額であります。需用費３７万７,０００円の減額は、修理費の執行残。委

託料１４６万９,０００円の減額は、給食サービスの利用減や老人福祉バスの運行時間数減少およ

び緊急通報システムの利用者減によるものであります。負担金・補助及び交付金２５万円の減額は、

地域敬老会補助で出席者の減によるもの。扶助費は２０万円の減額で、内訳は、家族介護慰労１０

万円、緊急通報携帯電話１０万円の減額であります。積立金は１万１,０００円の減額で、地域福

祉基金の利息を整理いたしました。老人福祉費４６４万４,０００円の減額は、介護保険特別会計

繰出金の確定によるものであります。歳入では、１３国庫支出金、民生費国庫負担金、低所得者保

険料軽減負担金で５万１,０００円の減額。１４道支出金、道負担金、低所得者保険料軽減負担金

で２万６,０００円を減額計上いたしました。地域会館等管理費６４万円の減額は、それぞれ執行

残を整理いたしました。心身障害者特別対策費は１,４５６万６,０００円の減額で、扶助費１,４

５０万円減額の内訳は、自立支援医療費が６００万円の減、重度心身障害者医療費が４５０万円の

減、介護・訓練等給付費が４００万円の減であります。その他、執行残を整理いたしました。歳入

では、１３国庫支出金、民生費国庫負担金、自立支援給付が９９２万１,０００円の減額。民生費

国庫補助金、地域生活支援事業が８８万４,０００円の減額。１４道支出金、民生費道負担金、自

立支援給付で６５２万７,０００円の減額。民生費道補助金、地域生活支援事業で４３万５,０００

円を減額計上いたしました。ひとり親家庭福祉費、扶助費５５万円の追加は、医療費の増によるも

のであります。後期高齢者医療費２７９万円の減額は、後期高齢者医療特別会計繰出金。老人福祉

センター施設費、需用費３５万円の減額は、燃料費、電気料及び水道料であります。臨時福祉給付

金事業費は１,２５０万円の減額で、役務費４０万円の減額は口座振替手数料。負担金・補助及び

交付金１,２１０万円の減額は、臨時福祉給付金で、いずれも対象申請者の減による執行残を整理

いたしました。歳入では、１３国庫支出金、民生費国庫補助金、臨時福祉給付金事業で、歳出同額

の１,２５０万円を減額計上いたしました。児童福祉総務費５５０万円の減額は扶助費で、乳幼児

医療費が５００万円の減額、未熟児医療費が５０万円の減額であります。児童措置費は、６３１万

８,０００円の減額であります。職員手当等１０万円、賃金１８０万円、需用費６２万円、備品購

入費２２万円の減額は、それぞれ執行残を整理いたしました。扶助費５００万円の減額は児童手当

で、対象者の減によるものであります。歳入では、１３国庫支出金、民生費国庫負担金、児童手当

で２５１万２,０００円の減額、１４道支出金、民生費道負担金、児童手当で１３７万１,０００円

の減額であります。償還金・利子及び割引料１４２万２,０００円の追加は、子ども・子育て支援

交付金返還金で、平成２７年度交付金額の確定に伴う返還金であります。歳入では、１４道支出金、

民生費道補助金、子ども・子育て支援事業で６８万３,０００円を減額計上いたしました。

衛生費は１,９２６万７,０００円の追加であります。予防費は４６５万円の減額で、需用費１５

万円の減額は消耗品費の執行残。委託料は４５０万円の減額で、内訳は、母子健康診査が１００万
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円、定期予防接種委託が２００万円、各種健康検診委託が１５０万円の減額であります。環境衛生

費は２１９万４,０００円の減額で、需用費１５万円の減は燃料費、委託料１１４万４,０００円の

減は葬斎場調査等委託で入札による減、負担金・補助及び交付金９０万円の減は合併処理浄化槽設

置補助で、それぞれ執行残を整理いたしました。公害対策費、委託料は１２万４,０００円の減額

で、騒音測定委託の執行残。清掃総務費、需用費は７万１,０００円の減額で、修理費の執行残を

整理いたしました。ごみ処理費は１２４万８,０００円の減額であります。報酬１０万９,０００円

の減額は、廃棄物減量等推進審議会の開催回数の減によるもの、その他、需用費、委託料について

執行残を整理いたしました。下水路整備費は１２８万６,０００円の減額で、委託料２８万２,００

０円の減額は下水路清掃委託、工事請負費１００万４,０００円の減はＪＲ敷地内排水路整備工事

の執行残であります。３頁をご覧ください。し尿処理施設費は１１６万円の減額で、山越郡衛生処

理組合負担金が９５万円の減額、汚水処理施設共同整備事業負担金が２１万円の減額で、事業費の

確定によるものであります。病院事業費、繰出金３,０００万円の追加は、病院事業会計繰出金で、

収支不足分であります。

農林水産業費は３,１６０万３,０００円の減額であります。農業委員会費は８万円の減額で、普

通旅費を整理いたしました。農業総務費は７万７,０００円の減額で、使用料及び賃借料７万６,０

００円の減額は、新・農業人フェア出展ブース使用料の執行残。積立金１,０００円の減額は中山

間ふるさと・水と土保全基金の利息を整理いたしました。農地費は２６９万２,０００円の減額で

あります。需用費２１万７,０００円の減額は、修理費で執行残によるもの。負担金・補助及び交

付金２４７万５,０００円の減額は、静狩地区直営農道整備事業の確定に伴う負担金の減でありま

す。公共牧場管理運営費、委託料は１０４万５,０００円の減額で､運営委託料の確定によるもので

あります。林業振興費は９８７万９,０００円の減額であります。工事請負費８６７万６,０００円

の減額は、町有林造林事業の事業費確定および入札による執行残の整理で、その他、物件費などの

執行残を整理いたしました。歳入では、１４道支出金、農林水産業費道補助金、林業振興事業で１

８７万２,０００円を減額計上いたしました。分収造林事業費は２１０万５,０００円の減額で、工

事請負費２０２万４,０００円の減額は、事業費の確定による減。備品購入費８万１,０００円の減

額は、見積合わせによる執行残を整理いたしました。林道新設改良費、負担金・補助及び交付金１

０９万４,０００円の減額は、森林基幹道豊津・黒岩線林道負担金の確定によるものであります。

水産業総務費、需用費３万円の減額は修理費の執行残。水産基盤整備費、負担金・補助及び交付金

７３７万１,０００円の減額は、水産物供給基盤機能保全事業地元負担金で、事業費確定によるも

のであります。水産物流通加工基盤強化対策費、委託料２４０万円の減額は廃棄物処理委託で、施

設の稼働停止がなかったことによる執行残の整理であります。アイヌ農林漁業対策事業費、負担金

・補助及び交付金４８３万円の減額は、荷受けタンク及びフォークリフト導入補助で、事業費の確

定によるものであります。歳入では、１４道支出金、農林水産業費道補助金、アイヌ農林漁業対策

事業で４８３万円を減額計上いたしました。

商工費は１４６万６,０００円の減額であります。商工振興費、負担金・補助及び交付金は９２

万円の減額で、内訳は中小企業特別融資資金貸付利子補助が８万円の減額、合宿誘致事業補助が８

４万円の減額。多目的活動センター施設費は５４万６,０００円の減額で、それぞれ執行残を整理

いたしました。

土木費は９,１８２万９,０００円の減額であります。土木総務費、負担金・補助及び交付金２万

４,０００円の減額は、北海道災害復旧促進協会負担金で、事業確定によるもの。大型乗用車両等
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管理費、需用費５万円の減額は、燃料費であります。道路橋梁総務費、委託料６６万円の減額は、

道路台帳補正委託等の執行残を整理いたしました。道路橋梁維持費は８,１５５万８,０００円の減

額であります。需用費１０万円、役務費２２万２,０００円の減額は、燃料費や車保険料等の執行

残を整理いたしました。委託料は６,１４３万９,０００円の減額で、内訳は、中央跨線橋に係る測

量調査設計委託が８,１４０万９,０００円の減額、廃棄物処理委託が３万円の減額、道路維持管理

委託は、除排雪回数や労務単価の増により２,０００万円の追加であります。歳入では、１３国庫

支出金、土木費国庫補助金、橋梁長寿命化修繕事業で５，８１０万９,０００円、除雪事業で５０

９万８,０００円、道路ストック総点検事業で５２０万円を減額計上いたしました。工事請負費は

２４６万２,０００円の減額で、中山大通線外舗装補修工事等の入札執行残を整理いたしました。

備品購入費は１,７３３万５,０００円の減額で、連絡車およびロータリー除雪車の導入に係る入札

執行残の整理であります。道路新設改良費は８７万円の減額であります。委託料８３万３,０００

円の減額は、町道浅見線概略調査業務委託に係る入札執行残。公有財産購入費２万４,０００円の

減額は道路用地、補償･補填及び賠償金１万３,０００円の減額は移転補償で、それぞれ町道本町一

号線に係る執行残を整理いたしました。河川維持費は２９万９,０００円の減額であります。委託

料８万４,０００円の減額は富野川１号支川床下委託、工事請負費２１万５,０００円の減額は川瀬

川維持工事外でいずれも執行残を整理するものであります。公共下水道費、繰出金は３５７万６,

０００円の減額で、公共下水道事業特別会計繰出金であります。４頁をご覧ください。公園費は３

７４万４,０００円の減額であります。賃金は４０万５,０００円の減額で、内訳は公園管理作業員

が３８万８,０００円の減額、公園トイレ清掃作業員が３万２,０００円の減額で時間外作業等の減

によるもの。公園受付軽作業員は１万５,０００円の追加で、通勤手当の不足分の計上であります。

需用費は７８万６,０００円の減額、委託料は７２万７,０００円の減額で、燃料費や清掃委託等の

執行残を整理いたしました。工事請負費７１万円の減額は、長万部公園外灯建替工事外に係る入札

執行残、備品購入費１１１万６,０００円の減額はトラクター購入に係る入札執行残の整理であり

ます。住宅管理費は１０４万８,０００円の減額で、需用費５０万円の減額は電気料、役務費５万

円の減額は通信費、委託料３８万６,０００円の減額は、消防用設備検査委託等の見積執行残を整

理いたしました。工事請負費１１万２,０００円の減額は、はまなす第３団地非常灯バッテリー交

換工事の入札執行残を整理いたしました。

消防費は１７６万２,０００円の減額であります。常備消防費は８６万１,０００円の減額で、職

員手当等３万９,０００円の追加は扶養手当、旅費１０万円の減額は研修旅費、需用費８０万円の

減額は燃料費で執行残を整理いたしました。非常備消防費６４万１,０００円の減額。消防施設費

２６万円の減額は、それぞれ執行残を整理いたしました。教育費は４,４８４万８,０００円の減額

であります。

教育委員会費は１８万１,０００円の減額で、旅費１２万１,０００円の減額は普通旅費、負担金

･補助及び交付金６万円の減額は、会議負担金の執行残を整理いたしました。事務局費は２２９万

８,０００円の減額で、需用費１３万６,０００円の減額は車修理費、委託料１０万円の減額は教職

員健康検診、負担金・補助及び交付金１７９万４,０００円の減額は、長万部高校通学費補助が１

１３万３,０００円の減額、長万部高校制服購入費補助が６６万１,０００円の減額で、それぞれ執

行残の整理であります。貸付金は、奨学金貸付金で、１名が給付のみとなったことから、２６万８,

０００円を減額するものであります。小学校費、学校管理費は４００万６,０００円の減額であり

ます。需用費は２７９万２,０００円の減額、役務費は６万円の減額で、印刷費や燃料費等、物件
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費を整理するもの。委託料は６１万円の減額で、各検査委託の執行残を整理いたしました。工事請

負費は４７万２,０００円の減額で、長万部小学校高圧ケーブル交換修理工事外の入札執行残等の

整理。備品購入費７万２,０００円の減額は、管理備品の見積合わせによる執行残を整理いたしま

した。小学校費、教育振興費は４７１万１,０００円の減額で、それぞれ執行残を整理いたしまし

た。中学校費、学校管理費は３０７万９,０００円の減額であります。需用費は５６万円の減額、

役務費は６万円の減額で、電気料や通信費等、物件費を整理いたしました。委託料は、１７１万円

の減額で、スクールバス運行委託７０万円の減額のほか、施設管理委託の執行残を整理いたしまし

た。工事請負費は１８万３,０００円の減額で、トイレ洋式化工事の執行残、原材料費は１９万１,

０００円の減額、備品購入費は３７万５,０００円の減額で、管理備品の見積合わせによる執行残

の整理であります。中学校費、教育振興費は５０６万円の減額で、それぞれ執行残を整理いたしま

した。社会教育総務費は１０６万４,０００円の減額。町民センター施設費は５万円の減額で、そ

れぞれ執行残を整理いたしました。学習文化センター施設費は１，８８６万５,０００円の減額で

あります。工事請負費１,８１３万３,０００円の減額は、舞台施設改修工事の入札執行残の整理で、

その他物件費の執行残を整理いたしました。５頁をご覧ください。保健体育総務費は８３万５,０

００円の減額で、それぞれ執行残の整理であります。ファミリースポーツセンター施設費は６９万

４,０００円の減額であります。需用費６０万円の減額は燃料費及び電気料、委託料９万４,０００

円の減額はアスベスト調査委託の執行残であります。青少年会館施設費、需用費３万円の減額は燃

料費。海洋センター施設費は９０万６,０００円の減額で、需用費は燃料費等の執行残、委託料は

ボイラー検査委託の執行残を整理いたしました。町民体育館施設費、需用費１５万円の減額は消耗

品費及び電気料。学校給食センター費は２９１万９,０００円の減額で、報酬５万円の減額は学校

給食センター運営委員に係るもの、需用費３１５万円の減額は給食材料費や燃料費等の執行残の整

理、委託料５５万１,０００円の追加は、内訳がアスベスト調査委託が９万４,０００円の減額、貫

流ボイラー設備点検業務委託が４０万２,０００円の減額、給食配送業務委託が２２万７,０００円

の減額、給食調理等業務委託が１２７万４,０００円の追加であります。工事請負費２７万円の減

額は、消毒保管庫入替工事の見積執行残を整理いたしました。

災害復旧費は２,２６７万８,０００円の追加であります。林業施設災害復旧費、工事請負費は３

６万円の減額で、林業専用道平里線災害復旧工事の入札執行残。水産業施設災害復旧費、負担金・

補助及び交付金２,４８１万７,０００円の追加は、養殖施設災害復旧事業補助で、昨年８月の台風

１０号により被災したホタテ養殖施設の復旧費用について、激甚災害指定による補助残の３分の１

を事業主体である長万部漁業協同組合に補助するものであります。公共土木施設災害復旧費、委託

料は８１万２,０００円の減額で、前島川外閉塞復旧業務委託等の執行残。その他公共施設・公用

施設災害復旧費は９６万７,０００円の減額で、需用費３７万３,０００円は施設修理費、工事請負

費５９万４,０００円の減額は、地上デジタル放送難視対策施設修繕工事の見積執行残であります。

公債費は３９１万１,０００円の減額であります。元金９９万７,０００円の追加は、利率見直し

による元利償還金の変更によるものであります。利子４９０万８,０００円の減額は、平成２７年

度借入分の利率確定による不用額を整理いたしました。

諸支出金、ガス事業費は２０万円の減額で、ガス事業会計繰出金であります。

１頁にお戻りください。次に歳入についてご説明いたします。ただいま歳出でご説明した分は省

略させていただきます。

町税は、１億５,９５６万円の追加であります。個人町民税は、現年課税分が所得割の増などに



- 34 -

より１億１,６５０万円の追加、滞納繰越分が１２０万円の減額であります。法人町民税は、法人

税割の増により６００万円の追加。固定資産税は、現年課税分が４,２７０万円の追加、滞納繰越

分が５０万円の減額であります。軽自動車税は、課税台数の減により１３４万円の減額。町たばこ

税は、課税本数の減により３００万円の減額。入湯税は、入湯客数の増により４０万円の追加であ

ります。

分担金及び負担金、民生費分担金の保育所分担金４５０万円の追加は、利用者の増によるもので

あります。

使用料及び手数料は１,２９９万３,０００円の減額で、民生使用料の老人福祉センター使用料か

ら、消防手数料まで、それぞれ利用状況等を精査し整理いたしました。

国庫支出金は１億６１４万５,０００円の減額であります。民生費国庫負担金の未熟児医療費１

９万円の減額は、実績を考慮し整理いたしました。総務費国庫補助金の地方創生事業１,６２４万

６,０００円の減額は、先駆性を要件とする国の査定事業の対象外となったことから減額するもの

であります。民生費国庫補助金の子ども・子育て支援交付金６８万３,０００円の減額は、補助対

象基準の変更によるもの。２頁をご覧ください。土木費国庫補助金の家賃減免事業３,０００円は、

対象となる入居者がいなかったことによる減額。在外選挙事務１,０００円の追加は、交付基準額

に基づき計上いたしました。

道支出金は２,７４０万５,０００円の減額であります。総務費道補助金の災害時備蓄品整備事業

１０万円の減額は、事業費確定によるもの。市町村連携地域モデル事業４７０万円の減額は、北渡

島檜山４町地域連携事業について、地方創生事業の繰越分が採択となったことから減額するもので

あります。民生費道補助金は、重度心身障害者医療費から乳幼児等医療費事務費まで、事業確定な

どにより整理いたしました。一時保育事業は、新制度施行に伴う補助要件の変更により事業採択さ

れなかったことから、５７万３,０００円の減額であります。教育費道補助金、地域文化保存整備

事業１５０万円の減額は、シャクシャイン古戦場跡碑設置工事に係る地域づくり総合交付金の減に

よるもの。

３頁をご覧ください。財産収入は２７２万９,０００円の減額であります。財産貸付収入、家屋

貸付収入３６万円の追加は、旧教育長公宅への入居に伴う貸付収入の増。利子及び配当金は、配当

金が３万２,０００円の減額、利子が２５万２,０００円の減額で、それぞれ額の確定によるもの。

物品売払収入９６万５,０００円の減額は、町有林の伐採木販売等に係るものであります。生産物

売払収入１８４万円の減額は、水産廃棄物リサイクル施設の製品販売収益減によるもの。

寄附金のまちづくり寄附金は２,８８０万円の減額で、実績を考慮し整理いたしました。繰入金、

まちづくり基金繰入金１５８万４,０００円の減額は、充当事業の確定による整理であります。

諸収入は４５０万７,０００円の減額であります。雑入の給食サービス食事代実費から、農地中

間管理事業まで８項目は、それぞれ事業の確定や年度末を見込んで整理いたしました。

町債は６００万円の減額であります。総務債から林業施設災害復旧債まで、事業費等の確定によ

り整理いたしました。

次に、補正予算書の５頁をご覧ください。第２表は繰越明許費であります。（款）総務費、（項）

戸籍住民基本台帳費、事業名個人番号カード交付事業、金額４５万７千円以内、および（款）民生

費、（項）社会福祉費、事業名臨時福祉給付金事業、金額２,１８０万７,０００円以内の２事業を、

平成２９年度に繰越して使用するというものであります。

第３表は債務負担行為補正であります。変更として、事項ＬＥＤ防犯灯・街路灯借上、変更前の
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期間、平成２８年度から平成３７年度まで１０年間、限度額総額５,１８４万円以内を、変更後の

期間、平成２８年度から平成３８年度まで１０年間、限度額総額５,１７１万１,０００円以内にこ

の表のとおり変更したいというものであります。

６頁をご覧ください。第４表は地方債補正であります。追加は起債の目的、湛水対策から除雪機

械導入までの３項目で、限度額の総額は４,６００万円以内、起債の方法、利率、償還の方法は記

載のとおりであります。次に、変更は起債の目的、新幹線対策から林業施設災害復旧まで１２項目

で、変更前の総額１億３,３１０万円を変更後の総額８,１１０万円に、５,２００万円減額し、こ

の表のとおり変更したいというものであります。

以上が平成２８年度長万部町一般会計補正予算第１３号の内容であります。なお、譲与税等の決

定は年度末となるため専決処分で対応したいと考えておりますので、あらかじめお含みおき願いま

す。以上、よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑は歳出より行います。はじめに議会費、１７頁

です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に総務費、１７頁から２１頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に民生費、２２頁から２４頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に衛生費、２５頁から２６頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に農林水産業費、２６頁から２８頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に商工費、２９頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に土木費、２９頁から３２頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に消防費、３２頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に教育費、３３頁から３７頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に災害復旧費、３８頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に公債費、３９頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に諸支出金、３９頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

以上で歳出を終わります。

続いて歳入を行います。はじめに町税、７頁から８頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に分担金及び負担金、８頁です。ありませんか。
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〔「なし」の声あり〕

次に使用料及び手数料、８頁から９頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に国庫支出金、１０頁から１１頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に道支出金、１１頁から１３頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に財産収入、１３頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に寄附金、１４頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に繰入金、１４頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に諸収入、１４頁から１５頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に町債、１５頁から１６頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

以上で歳入を終わります。

次に５頁をご覧ください。第２表繰越明許費、第３表債務負担行為補正および第４表地方債補正

を行います。５頁から６頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

５５分まで休憩いたします。

１４時４０分 休憩

１４時５５分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

◎議案第１０号 平成２８年度長万部町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

○議長（辻義雄） 日程第１５、議案第１０号平成２８年度長万部町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第１号）の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

中里町民課長。
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○町民課（中里博也） ただいま上程されました、議案第１０号平成２８年度長万部町後期高齢者

医療特別会計補正予算（第１号）の提案内容について、ご説明いたします。

今回の補正は、納付金等の額の確定に伴う補正であります。歳入歳出からそれぞれ４８６万円を

減額し、補正後の予算総額を９,５７２万６,０００円とするものであります。内容につきましては、

補正予算書に添付しております概要によりご説明いたします。

まず歳出からご説明いたします。後期高齢者医療広域連合納付金、負担金・補助及び交付金４８

６万円の減額は、事務費負担金の確定、保険料等負担金の減によりまして広域連合への納付金が減

額となったものであります。

次に歳入をご説明いたします。後期高齢者医療保険料は３１４万円の減額で、特別徴収保険料、

現年度分特別徴収保険料３５５万円の減は被保険者の減によるもので、普通徴収保険料、現年度分

普通徴収保険料３０万円の追加は、新規被保険者の増によるもの、滞納繰越分普通徴収保険料１１

万円の追加は納付件数の増によるものであります。

繰入金は２７９万円の減額で、事務費繰入金１０８万円、保険基盤安定繰入金１７１万円の減は、

いずれも額の確定による減額であります。

繰越金、繰越金１０７万円の追加は、前年度繰越金であります。

以上が、議案第１０号平成２８年度長万部町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）の内容

であります。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑は歳入歳出を一括して行います。３頁から４頁

です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第１１号 平成２８年度長万部町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）

○議長（辻義雄） 日程第１６、議案第１１号平成２８年度長万部町国民健康保険特別会計補正予

算（第５号）の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

中里町民課長。

○町民課（中里博也） ただいま上程されました、議案第１１号平成２８年度長万部町国民健康保

険特別会計補正予算（第５号）の提案内容について、ご説明いたします。

今回の補正は、保険給付費等の減額に伴う各種交付金等の増減および年度末までの予算執行を見

越しての補正であります。歳入歳出からそれぞれ１,４１４万８,０００円を減額し、補正後の予算

総額を１０億６,８７３万１,０００円とするものであります。内容につきましては、補正予算書に
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添付しております概要によりご説明いたします。

まず歳出からご説明いたします。総務費は１２１万８,０００円の減額であります。一般管理費、

職員手当等９万円の減は時間外勤務手当等。共済費５万円の減は共済退職負担金の増減。委託料４

２万４,０００円の減は共同電算事務処理委託等で、件数および負担割合の減によるものでありま

す。連合会負担金、負担金・補助及び交付金８万９,０００円の減は、国保連合会および国保連合

会渡島支部負担金の執行残であります。賦課徴収費、需用費１３万円の減は印刷費の執行残。運営

協議会費、報酬は１１万円の減は運営協議会開催回数の減によるものであります。保険税収納率向

上対策費、職員手当等２５万円の減は時間外勤務手当。需用費８万円の減は消耗品および公用車燃

料費の執行残であります。医療費適正化対策費、共済費５,０００円の増は臨時職員１名の社会保

険料増額分であります。

保険給付費は３７０万円の減額で、審査支払手数料、役務費１０万円の減はレセプト審査件数の

減によるもの。出産育児一時金、負担金・補助及び交付金３３６万円、葬祭費、負担金・補助及び

交付金２４万円の減は、いずれも件数の減少による減額であります。

介護納付金、負担金・補助及び交付金５１１万８,０００円の減額は、納付額の確定による減で

あります。

共同事業拠出金は２９５万２,０００円の減額で、高額医療費拠出金、負担金・補助及び交付金

１７万円の減。保険財政安定化事業拠出金、負担金・補助及び交付金２７８万２,０００円の減は、

拠出金額の確定見込みによる減額であります。

保健事業費は１２６万４,０００円の減額で、特定健康診査等事業費、委託料１１０万４,０００

円の減は健診受診者の減少によるもの。保健衛生普及費、委託料１６万円の減は半日人間ドック受

診者の減少による減額であります。

諸支出金、償還金、償還金利子及び割引料１０万４,０００円の追加は、国と道への特定健診負

担金額の確定による返還金であります。

次に歳入についてご説明いたします。国民健康保険税は６０７万円の追加であります。一般被保

険者国民健康保険税、医療給付費分現年課税分１８０万円、後期高齢者支援金分現年課税分７０万

円、介護納付金分現年課税分９０万円、医療給付費分滞納繰越分２８５万円、後期高齢者支援金分

滞納繰越分１１０万円、介護納付金分滞納繰越分４５万円といずれも追加で、世帯所得割の増によ

る賦課額確定と滞納未収金等の徴収増によるものであります。退職被保険者等国民健康保険税は、

医療給付費分現年課税分１１６万円、後期高齢者支援金分現年課税分３６万円、介護納付金分現年

課税分２１万円といずれも減額で、退職被保険者数の減少に伴う賦課額確定による減であります。

国庫支出金は１６５万８,０００円の追加で、高額医療費共同事業負担金、現年度分４３万円、

特定健診等負担金１３万５,０００円の減は、いずれも交付申請見込額による減額であります。ま

た、国保制度関係業務準備事業費補助金１８３万６,０００円の増額は、６（款）道支出金、財政

調整交付金、特別調整交付金からの歳入科目変更により追加であります。

療養給付費等交付金、現年度分１,１１０万７,０００円の減額は、交付申請見込額の減でありま

す。

前期高齢者交付金、現年度分８７５万５,０００円の減額は、交付金額の確定による減でありま

す。

道支出金は２０１万４,０００円の減額で、高額医療費共同事業負担金、現年度分４万３,０００

円、特定健診等負担金１３万５,０００円の減は、いずれも交付申請見込額の減額であります。財
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政調整交付金、特別調整交付金１８３万６,０００円の減額は、先ほど説明いたしましたが、歳入

科目変更による減であります。

訂正いたします。国庫支出金の高額医療費共同事業負担金、現年度分４万３,０００円に訂正い

たします。

以上が、議案第１１号平成２８年度長万部町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）の提案内

容であります。なお、交付金等は年度末に決定されるため、出納閉鎖時点において財源不足が生じ

た場合は、財源補填のため繰上充用の手続が必要となります。その際には専決処分により措置して

まいりたいと考えております。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑は歳入歳出を一括して行います。４頁から１０

頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第１２号 平成２８年度長万部町介護保険特別会計補正予算（第３号）

○議長（辻義雄） 日程第１７、議案第１２号平成２８年度長万部町介護保険特別会計補正予算（第

３号）の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

豊嶋保健福祉課長。

○保健福祉課長（豊嶋慎一） ただいま上程されました、議案第１２号平成２８年度長万部町介護

保険特別会計補正予算（第３号）の提案内容についてご説明いたします。

今回の補正は、補助金等の額の確定および年度末を見越しての補正であります。歳入歳出からそ

れぞれ４,７４５万５,０００円を減額し、補正後の予算総額を７億４７８万５,０００円とするも

のであります。補正予算書に添付しております概要により歳出からご説明いたします。

総務費は１０３万８,０００円の減額であります。認定調査等費、報酬８８万円の減額は嘱託調

査員による認定調査件数の減によるもの。委員会費、報酬１５万８,０００円の減額は委員会開催

回数の減によるものであります。

保険給付費は４,１８６万９,０００円の減額であります。居宅介護予防サービス給付費、負担金

・補助及び交付金１,８３０万６,０００円の減額は、訪問介護および通所介護利用者の減によるも

のであります。地域密着型サービス給付費、負担金・補助及び交付金８３１万８,０００円の減額

は、認知症対応型共同生活介護利用者の減によるものであります。施設介護サービス給付費、負担

金・補助及び交付金１,７７５万円の減額は、老人福祉施設入所者の減によるものであります。サ

ービス計画給付費、負担金・補助及び交付金は１００万円の減額、ケアプラン作成件数の減による
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ものであります。高額サービス費、負担金・補助及び交付金３１０万円の減額は、高額介護サービ

ス費および高額医療合算サービス費の減によるものであります。特定入所者サービス等費、負担金

・補助及び交付金６６０万５,０００円の追加は、老人ホーム等の居住費、食費の補足的給付の増

加によるものであります。この保険給付費に対応する歳入は、４国庫支出金の介護給付費負担金現

年度分７２２万６,０００円の減額。調整交付金現年度分１,０６２万８,０００円の減額。５支払

基金交付金の介護給付費交付金、現年度分１,９４３万８,０００円の減額。６道支出金の介護給付

費負担金、現年度分９７０万８,０００円の減額であります。

歳出に戻ります。３地域支援事業費は４５４万８,０００円の減額であります。介護予防事業費

の委託料３６２万９,０００円の減額は、デイサービスなど通所型介護予防事業利用者の減による

ものであります。歳入では、３使用料及び手数料の地域支援手数料、介護予防事業手数料４万９,

０００円の減額、包括的支援・任意事業手数料１万１,０００円の減額。５支払基金交付金の地域

支援事業交付金の現年度分８８万２,０００円の減額といたしました。包括的支援・任意事業費、

需用費１０万円の減額は、執行残を整理いたしました。委託料５３万９,０００円の減額は、介護

予防サービス計画作成利用者および配食サービス利用者等の減によるものであります。負担金・補

助及び交付金２８万円の減額は、成年後見人の報酬等で利用がなかったことによる減額であります。

次に歳入についてご説明いたします。ただいま歳出でご説明した分については省略させていただ

きます。

１保険料の第１号被保険者保険料は、５１３万１,０００円の追加であります。現年度分特別徴

収保険料３４３万円の追加、現年度分普通徴収保険料１７０万１,０００円の追加で保険料確定に

伴う追加であります。

８繰入金の一般会計繰入金、その他一般会計繰入金４６４万４,０００円の減額は、介護会計事

業費の確定により整理するものであります。

以上が、ただいま上程されました、平成２８年度長万部町介護保険特別会計補正予算（第３号）

の内容であります。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑は歳入歳出を一括して行います。４頁から７頁

です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第１３号 平成２８年度長万部町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）
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○議長（辻義雄） 日程第１８、議案第１３号平成２８年度長万部町公共下水道事業特別会計補正

予算（第３号）の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

佐藤水道ガス課長。

○水道ガス課長（佐藤剛） ただいま上程されました、 議案第１３号平成２８年度長万部町公共

下水道事業特別会計補正予算（第３号）の内容について、ご説明いたします。補正予算の内容につ

きましては、補正予算書に添付しております概要によりご説明いたします。

今回の補正は、歳入歳出からそれぞれ６０１万４,０００円を減額し、補正後の予算総額を３億

１,７１８万円とするものであります。

はじめに歳出からご説明いたします。下水道費は５７８万３,０００円の減額であります。内訳

の各項目の減額につきましては、予算執行残を減額するものであります。一般管理費の負担金・補

助及び交付金６６万３,０００円の減額は、検満メーター負担金の確定による減。公課費２４万１,

０００円の減額は、消費税確定による減。管渠管理費の需用費６万円の減額は、電気料の執行残。

委託料１３万２,０００円の減額は、下水道管渠清掃業務委託料の執行残。工事請負費４０万円の

減額は、管路施設移設工事の執行残。終末処理場管理費の需用費２２８万円の減額は、消耗品費お

よび電気料の執行残。委託料１５８万７,０００円の減額は、脱水汚泥処理および運搬業務委託料

の減。汚水処理施設共同整備費の委託料４２万円の減額は、下水道認可変更業務委託の入札執行残

であります。

公債費は２３万１,０００円の減額であります。利子の償還金・利子及び割引料２３万１,０００

円の減額は、２７年度借入分の利率確定による減であります。

次に歳入になります。はじめに国庫支出金の下水道費国庫補助金１３万円の減額は、歳出の下水

道認可変更業務委託の減に伴う２１万円の減と、終末処理場長寿命化計画に基づく更新工事の補助

率の増加による８万円の増によるものであります。

次に繰入金の一般会計繰入金３５７万６,０００円の減額は、歳入歳出の補正に伴い、一般会計

繰入金を減額するものであります。

次に諸収入の２２１万円の減額は、雑入の管路施設移設事業の道道長万部公園線の道路改良に伴

う移設分２００万円の減と、受託事業収入の汚水処理施設共同整備事業の減額に伴う２１万円の減

によるものであります。

次に町債の下水道債１０万円の減額は、終末処理場長寿命化計画に基づく更新工事の補助金の増

加により、起債が減額となるものであります。

次に財産収入の物品売払収入２,０００円の追加は、終末処理場長寿命化計画に基づく更新工事

により発生しましたドアなどを売却したことによる追加であります。

補正予算書の４頁をご覧ください。第２表は地方債の補正であります。起債の目的、公共下水道

事業の限度額を変更前２００万円を、変更後１９０万円に変更したいというものであります。

以上が、平成２８年度長万部町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）の内容であります。

よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑は歳入歳出を一括して行います。５頁から７頁

です。ありませんか。
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〔「なし」の声あり〕

次に４頁をご覧ください。第２表地方債補正を行います。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第１４号 平成２８年度長万部町ガス事業会計補正予算（第２号）

○議長（辻義雄） 日程第１９、議案第１４号平成２８年度長万部町ガス事業会計補正予算（第２

号）の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

佐藤水道ガス課長。

○水道ガス課長（佐藤剛） ただいま上程されました、議案第１４号平成２８年度長万部町ガス事

業会計補正予算（第２号）の内容についてご説明いたします。補正予算の内容につきましては、補

正予算書に添付しております概要によりご説明いたします。

今回の補正は、収益的収入及び支出並びに資本的収入及び支出の補正であります。

はじめに、収益的収入及び支出の支出で、予算第３条に定めた収益的収入及び支出のうち、支出

のガス事業費から６９２万４,０００円を減額し、補正後の支出予定額を１億１４１万３,０００円

に改めるものであります。内訳では、製造費の原料費６５０万円の減額は、ガス販売量の減少およ

びプロパンガスの原料単価減額による減。供給販売費の貸倒引当金繰入額３万３,０００円の増額

は、不納欠損見込額の増。企業債利息４５万７,０００円の減額は、２７年度借入分の利率確定に

よる減であります。

次に収入になります。収入のガス事業収益から５８０万円を減額し、補正後の収入予定額を９，

５２６万１,０００円に改めるものであります。内訳では、製品売上のガス売上５８０万円の減額

は、ガス販売量の減少により減額するものであります。

次に資本的収入及び支出になります。はじめに支出の説明で、予算第４条に定めた資本的収入及

び支出の資本的支出から７９万２,０００円を減額し、補正後の支出予定額を５,６５２万９,００

０円に改めるものであります。内訳では、供給設備７９万２,０００円の減額は、ガス経年管改良

工事完了により予算執行残を減額するものであります。

次に収入になります。資本的収入から８０万円を減額し、補正後の収入予定額を、３,５２０万

円に改めるものです。内訳では、企業債６０万円の減、出資金２０万円の減額は、供給設備に係る

ガス経年管改良工事額確定により減額するものであります。なお、資本的収入額が資本的支出額に
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対する不足額２，１３２万９,０００円は、過年度分損益勘定留保資金２，１３２万９,０００円で

補てんいたします。

次に補正予算書の１頁をご覧ください。第２条は業務の予定量の変更になります。予算第２条表

中、本年度の欄ガス生産量「１８万５,５００㎥」を「１８万１,５００㎥」に。ガス供給量「１８

万５,５００㎥」を「１８万１,５００㎥」に。ガス有収供給量「１８万２,０００㎥」を「１７万

８,０００㎥」に改めるものは、ガス販売量の減少により改めるものです。供給設備「３,７００万

円」を「３,６２０万８,０００円」に改めるものは、ガス経年管改良工事額の確定により改めるも

のです。第３条の収益的収入及び支出と第４条の資本的収入及び支出は、概要で説明いたしました

ので省略させていただきます。

次に２頁をご覧ください。第５条は企業債の借入限度額の変更で、ガス経年管改良工事額確定に

より、借入額を変更するものであります。予算第５条中、起債の目的、供給設備の限度額を、変更

前「２,７００万円」を、変更後「２,６４０万円」に改めるものです。第６条はたな卸資産の購入

限度額の変更で、原料費の変更に伴い、予算第１０条中、変更前「３,１２４万８,０００円」を、

変更後「２,４７４万８,０００円」に改めるものであります。

以上が、平成２８年度長万部町ガス事業会計補正予算（第２号）の内容であります。よろしくご

審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。はじめに収益的収入及び支出を行います。５頁です。

ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に資本的収入及び支出を行います。６頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に１頁をご覧ください。第２条業務の予定量、第５条企業債および第６条たな卸資産の購入限

度額を行います。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第１５号 平成２８年度長万部町水道事業会計補正予算（第３号）

○議長（辻義雄） 日程第２０、議案第１５号平成２８年度長万部町水道事業会計補正予算（第３

号）の件を議題といたします。 説明員に提案理由の説明を求めます。
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佐藤水道ガス課長。

○水道ガス課長（佐藤剛） ただいま上程されました、議案第１５号平成２８年度長万部町水道事

業会計補正予算（第３号）の内容について、ご説明いたします。補正予算の内容につきましては、

補正予算書に添付しております概要によりご説明いたします。

今回の補正は、収益的収入及び支出並びに資本的収入及び支出の補正であります。

はじめに収益的収入及び支出の支出で、予算第３条に定めた収益的収入及び支出のうち、支出の

水道事業費から５６５万６,０００円を減額し、補正後の支出予定額を１億６,０１８万５,０００

円に改めるものであります。内訳では、原水費の修繕費２６０万円の減額は、浄水場機器修繕費の

執行残。動力費１８０万円の減額は、電気料の執行残。配水費の修繕費１８０万円の減額は、給配

水管修繕費の執行残。総係費の貸倒引当金繰入額１３万４,０００円の追加は、不納欠損見込額の

増による追加。資産減耗費の固定資産除却費４９万円の減額は、除却資産の確定による減額。消費

税の消費税９０万円の追加は、仕入控除額の減額により追加するものであります。

次に資本的収入及び支出になります。はじめに支出の説明で、予算第４条に定めた資本的収入及

び支出の資本的支出から１,９００万円を減額し、補正後の支出予定額を５,２２６万２,０００円

に改めるものであります。内訳では、配水設備１,９００万円の減額は、国道５号線花岡改良工事

および道道長万部公園線道路改良工事に伴う水道管移設工事が、２８年度は実施しなくなったこと

から減額するものであります。

次に収入になります。資本的収入から１,７７０万円を減額し、補正後の収入予定額を３７２万

３,０００円に改めるものです。内訳では、工事負担金１,７７０万円の減額は、配水設備に係る水

道配水管移設工事が未実施となったことによる、減額するものであります。

なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額４,８５３万９,０００円は、過年度分損益

勘定留保資金１,９０９万５,０００円及び当年度分損益勘定留保資金２,９４４万４,０００円で補

てんいたします。

以上が、平成２８年度長万部町水道事業会計補正予算（第３号）の内容であります。よろしくご

審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。はじめに収益的収入及び支出を行います。３頁です。

ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に資本的収入及び支出を行います。３頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。
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よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第１６号 平成２８年度長万部町病院事業会計補正予算（第３号）

○議長（辻義雄） 日程第２１、議案第１６号平成２８年度長万部町病院事業会計補正予算（第３

号）の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

田辺病院事務長。

○病院事務長（田辺知行） ただいま上程されました、議案第１６号平成２８年度長万部町病院事

業会計補正予算（第３号）の内容について、ご説明いたします。

補正予算の内容につきましては、補正予算書に添付しております概要によりご説明いたします。

今回の補正は、収益的収入及び支出並びに資本的収入及び支出の補正であります。

はじめに収益的収入及び支出になります。予算第３条に定めた収益的収入及び支出のうち、収入

の病院事業収益から９,３００万円を減額し、補正後の収入予定額を５億７,４０６万９,０００円

とし、また、支出の病院事業費用から４,７２４万２,０００円を減額し、補正後の支出予定額を６

億２,１０９万８,０００円に改めるものであります。

支出の内訳からご説明いたします。医業費用４,７２４万２,０００円の減額は、給与費の給料１,

６００万円の減額、手当９３０万円の減額、賞与引当金３２８万２,０００円の減額、法定福利費

５００万円の減額、退職給付費１８０万円の減額になります。次に、材料費の薬品費３００万円の

減額、診療材料費２００万円の減額は、使用量の減と契約単価の見直しにより、減額するものであ

ります。次に、経費の光熱水費１５０万円の減額、燃料費１００万円の減額、委託料５６０万円の

減額は、使用料及び購入単価の減少等により減額するものであります。賃借料の医療ガス機器リー

ス１０３万円と給食配膳車の除却費が１５万３,０００円、その他リース資産利息が追加となりま

す。

次に収入についてご説明いたします。医業収益の入院収益５,４００万円の減額は、入院患者数

の減少による減、外来収益６,９００万円の減額は、外来患者数の減少による減、医業外収益の他

会計補助金３,０００万円の追加は、入院外来収益の減収分を一般会計から補填するものでありま

す。

次に概要の２頁目をご覧ください。資本的収入及び支出になります。予算第４条に定めた資本的

収入及び支出のうち、支出の補正は医療機器の購入の中止と、リース契約の終了による減額で、４

１６万円の減額となります。

次に補正予算書の１頁目をご覧ください。第２条は業務の予定量の変更で、年間患者数入院延べ

「５,４７５人」を「４,３３９人」に、外来延べ「３１,５９７人」を「２３,３６１人」に改める

ものであります。

第３条の収益的収入及び支出と第４条の資本的収入及び支出は、概要で説明いたしましたので省

略させていただきます。

２頁になります。第５条は、予算第６条に定めた議会の議決を経なければ流用することのできな

い経費を改めるもので、給与費３,５３８万２,０００円を減額することから、給与費の予定額を４

億９９０万８,０００円に改めるものです。第６条は、予算第７条中、他会計からの補助金「２億

８,０００万円」を他会計補助金の追加により「３億１,０００万円」に改めるものであります。第

７条は、予算第８条中、たな卸資産購入限度額「６,３３５万円」を材料費の減額により「５,８３
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５万円」に改めるものであります。

以上が、ただいま上程されました平成２８年度長万部町病院事業会計補正予算書（第３号）の内

容であります。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。はじめに収益的収入及び支出を行います。５頁から

６頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に資本的収入及び支出を行います。７頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に１頁をご覧ください。第２条業務の予定量、第５条議会の議決を経なければ流用することの

できない経費、第６条他会計からの補助金、第７条たな卸資産購入限度額を一括して行います。１

頁から２頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎議案第１７号 平成２９年度長万部町一般会計予算から

◎議案第２４号 平成２９年度長万部町病院事業会計予算

○議長（辻義雄） 日程第２２、議案第１７号平成２９年度長万部町一般会計予算から、日程第２

９、議案第２４号平成２９年度長万部町病院事業会計予算までの８件の議題を会議規則第３７条の

規定により一括議題といたします。

お諮りいたします。ただいま議題となっております８件の議案については、議長を除く９人の委

員をもって構成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思いま

す。

これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よってただいま議題となっております８件の議案については、議長を除く９人の委員をもって構

成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定いたしました。

委員長、副委員長互選のため暫時休憩いたします。

１５時３３分 休憩

１５時３９分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。
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ただいま休憩中に開催した予算審査特別委員会において、委員長および副委員長が互選されまし

たのでご報告いたします。

委員長には、 議員、副委員長には北川議員、以上のとおりであります。

以上で本日の日程は全部終了いたしました。

お諮りいたします。議案等の調査のため、３月１０日から１３日までの４日間を休会したいと思

いますが、これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって３月１０日から１３日までの４日間を休会とすることに決定いたしました。

なお、本会議は３月１４日午前１０時から再開いたしますのでご承知おき願います。

本日はこれにて散会いたします。

どうも長時間お疲れ様でした。

１５時４０分散会


